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この機械は専門業務に従事するプロのオペレー
タが運転操作することを前提として製造された
作業用車両です。各種の作業に必要な人や資材
を運ぶための車両として作られています。この
車両が安全に運ぶことのできる人間は、運転者
およびその隣の所定の座席に座る運転助手で
す。荷台は人を運ぶのに適しておりません。

この製品は、関連するEU規制に適合していま
す； 詳細については、DOC シート（規格適合証
明書）をご覧ください。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに搭搭搭載載載ささされれれててていいいるるるエエエンンンジジジンンンののの排排排気気気ガガガスススにににははは発発発癌癌癌性性性ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるる物物物質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

重重重要要要 こここののの製製製品品品のののエエエンンンジジジンンンのののマママフフフラララーーーにににはははススス
パパパーーークククアアアレレレスススタタタががが装装装着着着ささされれれててておおおりりりままませせせんんん。。。CPRCCPRCCPRC
412641264126ののの定定定めめめににによよよりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの森森森林林林地地地
帯帯帯・・・潅潅潅木木木地地地帯帯帯・・・草草草地地地なななどどどでででこここののの機機機械械械ををを使使使用用用すすするるる
場場場合合合にににははは、、、法法法令令令ににによよよりりりスススパパパーーークククアアアレレレスススタタタののの装装装
着着着ががが義義義務務務づづづけけけららられれれててていいいままますすす。。。他他他ののの地地地域域域にににおおおいいい
てててももも同同同様様様ののの規規規制制制ががが存存存在在在すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす
のののでででごごご注注注意意意くくくだだださささいいい。。。

はははじじじめめめににに
この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法
を十分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた
適切な方法でご使用ください。この製品を適切
かつ安全に使用するのはお客様の責任です。

弊社Toro のウェブサイトwww.Toro.com で製
品・アクセサリ情報の閲覧、代理店についての
情報閲覧、お買い上げ製品の登録などを行って
いただくことができます。

整備について、またToro 純正部品についてな
ど、分からないことはお気軽に弊社代理店ま
たはToro カスタマー・サービスにおたずねく
ださい。お問い合わせの際には、必ず製品の
モデル番号とシリアル番号をお知らせくださ
い。図 1 にモデル番号とシリアル番号を刻印
した銘板の取り付け位置を示します。いまのう
ちに番号をメモしておきましょう。

図図図 111

1. モデル番号とシリアル番号の表示場所

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すた
めの警告記号図 2を使用しております。死亡事
故を含む重大な人身事故を防止するための注意
ですから必ずお守りください。

図図図 222

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重
要要要「重要」は製品の構造などについての注意点
を、注注注はその他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
この機械はSAE J2258規格に適合しています。

この機械の運転、管理、保守に関わる方々は、
以下のような安全関連規格・規則についての知
識をお持ちになると有利です（下記住所に英語
資料を請求することができる）。

• 引火性および可燃性液体の取り扱い規則：

ANSI/NFPA 30

• National Fire Protection Association:

ANSI/NFPA #505; 動力式産業トラック

所在地：

National Fire Prevention Association
Barrymarch Park
Quincy, Massachusetts 02269 U.S.A

• ANSI/ASME B56.8: 資材運搬車

所在地：

American National Standards Institute,
Inc.
1430 Broadway
New York, New York 10018 U.S.A.

• ANSI/UL 558; 内燃機関を動力とする産業用
トラック

所在地：
American National Standards
Institute, Inc.
1430 Broadway
New York, New York 10018 U.S.A.

または

Underwriters Laboratories
333 Pfingsten Road
Northbrook, Illinois 60062 U.S.A.

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに

警警警告告告

こここののの車車車両両両はははオオオフフフロロローーードドド専専専用用用車車車両両両でででああありりり、、、公公公道道道
ややや高高高速速速道道道路路路ををを走走走行行行ををを前前前提提提とととしししたたた設設設計計計製製製造造造はははさささ
れれれててておおおりりりままませせせんんん。。。

Workman の安全防災面については十分な配慮の
もとに設計し種々のテストを経て製造されてお
りますが、。安全な御使用のためには、機械や
装置の設計や構成だけでなく、それらの運転や
整備、保管などの取り扱いに係わる人々の知
識、訓練や日常の意識が大変重要です。不適切
な使い方をしたり手入れを怠ったりすると、人
身事故につながります。
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本機はオフ･ロードでの使用を前提として製造
された作業用特殊車両であり、。通常の乗用
車やトラックとは異なる運転特性を有してお
りますので、十分に練習して運転感覚に慣れ
てください。

ワークマンに取り付け可能なアタッチメントの
すべてについて本書で解説することはできませ
ん。アタッチメントを取り付けて使用するとき
には、その装置の オペレーターズマニュアル
にも十分目を通してください。マママニニニュュュアアアルルルははは
必必必ずずずおおお読読読みみみくくくだだださささいいい。。。

事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、以以以下下下ににに示示示すすす安安安全全全上上上ののの注注注意意意
ををを必必必ずずずおおお守守守りりりくくくだだださささいいい:::

管管管理理理者者者ののの責責責任任任
• オペレータに対して適切な訓練を行い、オ

ペレーターズマニュアル、エンジンマニュア
ル、および機体に貼付されているステッカー
の内容を熟知させてください。

• 特殊な場所（例えば斜面）のための作業手
順や安全確認規則をきちんと作成し、全員
がそれを守って作業を行うよう徹底してく
ださい。スピードの出しすぎなどが懸念さ
れる場合は、速度規制スイッチによりハイ
レンジの３速ギアを使用不能にしておくこ
とができます。

運運運転転転ののの前前前ににに
• 本機をご使用になる前に必ずこのマニュア

ルをお読みになり､内容をよく理解してくだ
さい｡マニュアルが足りない場合は、製品の
モデル番号とシリアル番号を以下までお知
らせくだされば、無料で差し上げます：The
Toro Company, 8111 Lyndale Avenue South,
Minneapolis, Minnesota 55420

• 子供には絶絶絶対対対ににに運転させないでください。
大大大人人人ででであああっっってててももも適適適切切切ななな訓訓訓練練練ををを受受受けけけててていいいななないいい
人人人にににははは絶絶絶対対対ににに運運運転転転さささせせせななないいいでででくくくだだださささいいい。。。訓
練を受け、許可されている人以外には運転さ
せないでください。肉体的､ 精神的に十分な
能力のない方には運転させないでください。

• 本機は運運運転転転手手手以外に、助手席に１１１名名名ののの乗乗乗員員員
を乗せることができます。これ以外の場所に
は絶絶絶対対対ににに人を乗せないでください。

• アルコールや薬物を摂取した状態では絶絶絶対対対
ににに運転しないでください。

• 操作方法をしっかり身につけ、緊急時にす
ぐにエンジンを停止できるようになってく
ださい。

• ガードなどの安全装置やステッカー類は必
ず所定の場所に取り付けて使用してくださ
い。安全カバーが破損したり、ステッカーの
字が読めなくなったりした場合には、機械を
使用する前に修理し、ステッカーは新しい
ものに貼り換えてください。

• 作業には頑丈な靴を着用してください。サ
ンダルやテニスシューズ、スニーカーでの作
業は避けてください。だぶついた衣類やアク
セサリは機械にからみつく危険があり、人身
事故のもとですから着用しないでください。

• 安全メガネ、安全靴、長ズボンおよびヘル
メットの着用をおすすめします。地域によっ
てはこれらの着用が条例などで義務付けら
れています。

• 作業区域には人、特に子供やペット、を近
づけないように注意してください。

• 作業前には、車体やアタッチメントの各部
を必ず点検してください。異常がある場合は
使用を中中中止止止しししてててくくくだだださささいいい。。。必ず、使用する
前に修理や調整を行って問題を解決してお
いてください。

• ディーゼル燃料は引火性が非常に高いので、
取り扱いには十分注意してください。

– 燃料は認可された容器に保管する。

– エンジン回転中や停止直後に燃料タンク
のふたを開けない。

– 燃料取り扱い中は禁煙を厳守する。

– 給油は屋外で行い、タンクの天井(給油口
の根元) から約 2.5cm下より上には燃料
を入れない｡入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

– こぼれた燃料はふき取る。

• 屋外または換気のよい場所以外では本機を
運転しないこと。

• 燃料容器は必ず規格認可されている非金属
製のものを使用してください｡アースされて
いない容器の場合、静電気による燃料蒸気へ
の着火の危険があります。容器に給油する時
には燃料容器を荷台から地面に下ろし車体か
ら離して置いてください。また、ホースのノ
ズルを容器に接触させて給油してください。
機械に給油する時には機械を荷台から地面に
下ろして給油してください。

• インタロック・システムは使用前に必ず点
検してください。スイッチの故障を発見した
ら必ず修理してから使用してください。また
故障の有無に関係なく2年ごとにスイッチを
新しいものに交換してください。
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運運運転転転操操操作作作
• 運転中は必ず全員が着席し、シートベルト

を着用てください｡オペレータは、可能な限
り両手でハンドルを握り、助手席の人は必ず
安全手すりを握ってください。また、手足を
車外に出さないようししてください。荷台や
アタッチメントの上には絶対に人を乗せない
でください。助手席の人はブレーキや急ハン
ドルに無警戒であることが多いのでオペレー
タからの十分な配慮が必要です。

• 過積載は絶対にやめてください。 銘板
（ダッシュボード中央の下側にあります）
で、積載限度を確認してください。アタッチ
メントにも過負荷を掛けないでください；
また、所定の車両総重量（GVW）の範囲内で
使用してください。

• エンジンを始動させるときには：

– 運転席に座り、駐車ブレーキが掛かって
いるのを確認する。

– PTO装備車ではPTO を解除、ハンドスロッ
トル装備車ではハンドスロットルをOFF
位置とする｡

– 油圧昇降レバーが中央位置になっている
のを必ず確認しておくこと。

– シフト・レバーをニュートラル位置に
し、クラッチを踏み込む。

– アクセルから足を離す。

– 始動キーを ON 位置に回す。グロープラ
グ・インジケータが消灯したら、エンジ
ンを始動できる。

– 始動キーを START 位置に回す。

注注注 始動スイッチが START 位置に戻ってから
さらに15秒間、グロープラグ・インジケータ
が点灯します。

• 運転には十分な注意が必要です｡安全への注
意がおろそかになると、転倒など思わぬ事故
となり、けがや死亡など重大な結果を招きま
す。運転は常に慎重に。転倒や暴走事故を防
止するために以下の点にご注意ください：

– バンカーや川、減速ランプ、不案内な
場所などでは必ず減速し、安全距離を取
り、十分な注意をはらう。

– 隠れた穴などの見えない障害に警戒を怠
らないでください。

– 急な斜面を走行する場合には安全に特に
注意する。斜面では通常はまっすぐに上
るか下るかする。小さな旋回をする時や
斜面で旋回を行う時には必ず減速する｡斜
面での旋回は可能な限り避ける。

– ぬれた場所、スピードが出ている時、満
載状態などでの運転には十二分の注意を
払う。満載状態では停止時間が長くなる
ことを忘れずに。斜面の上り下りに入る
前にシフトダウンしておくこと。

– 荷台に積み込む時は、荷重が均等にな
るように分散させること。荷物が荷台か
らはみ出る場合には特に注意が必要。ま
た、重心が偏っていて荷台の中心に重心
がこない物を運ぶ場合には特に注意が必
要。なるべくバランス良く積み、ずれな
いように配慮する。

– 急停止や急発進をしないこと。後退から
前進、あるいは前進から後退への切り替
えは、完全に停止する。

– 急旋回など突然の操作は、その後の制御
が不安定になりやすく事故のもとである
から行わない。

– 交差点や曲がり角などの危険箇所で他の
車両の追い抜きをしない。

– ダンプするときは後方に人がいないのを
必ず確認する； 人の足元にダンプしない
こと。テールゲートのラッチを外す時は
車の後ろでなく横に立って行う。

– 無用の人間を近づけない。バックすると
きには、後方の安全に注意し、車両の後
部に人がいないことを十分に確認する。
後退時は速度を落とす。

– 道路付近で作業するときや道路を横断
するときは周囲の交通に注意する。歩行
者や他の車両に対し、常に道を譲る心掛
けをもつ。本機は行動や高速道路を走行
するための車両ではない。 右左折など
の進路表示は常に早めに行い、他車の注
意を喚起すること。その他交通ルールを
守って運転する。

– 爆発性のチリやガスが空気中に含まれて
いる所では絶対に運転しない。爆発性の
物質が空気中に存在する所では本機の電
気系統や排気系統からの火花が爆発を引
き起こす可能性がある。

– 頭上の危険物に注意し、低く垂れ下がっ
た木の枝、門、歩道橋などの下を通り抜
けるときは安全を必ず確認してくださ
い。

– 安全に確信が持てない時は 作作作業業業ををを中中中止止止
して責任者に報告し、その指示に従う。

• エンジンの回転中や停止直後は、エンジン
本体、トランスアクスル、ラジエター、マフ
ラー、排気管などに触れると火傷の危険があ
りますから手を触れないでください。
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• 万一、車体が異常な振動をした場合は、直
ちに車両を停止させ、エンジンを止め、機械
の全動作が停止するのを待ち、それから点検
にかかってください。破損部は必ず修理交換
してから作業を再開してください｡

• 運転席を離れる前に：

– マシンの動作を完全に停止させる。

– 荷台を降下させる。

– エンジンを停止し、すべての動作の停
止を確認する。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– キーを抜き取る。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故
となります。稲光が見えたり雷が聞こえるよ
うな場合には機械を運転しないで安全な場所
に避難してください。

保保保守守守
• 整備・調整作業の前には､作業中に誤ってエ

ンジンが掛かることのないよう、必ずエン
ジンを停止し､駐車ブレーキを掛け、始動ス
イッチからキーを抜いておいてください｡

• また、必ず油圧シリンダを一杯に伸ばし、
荷台の安全サポートで固定しておいてくだ
さい。

• 油圧系統のラインコネクタは頻繁に点検して
ください； 油圧を掛ける前に、油圧ライン
の接続やホースの状態を確認してください。

• 油圧のピンホール・リークやノズルからは
作動油が高圧で噴出していますから、手など
を近づけないでください。リークの点検には
新聞紙やボール紙を使 い、絶対に手を直接
差し入れたりしないでください。高圧で噴出
する作動油は皮膚を貫通し、身体に重大な損
傷を引き起こします。万一、油圧オイルが体
内に入った場合には、この種の労働災害に経
験のある施設で数時間以内に外科手術を受
けないと壊疽を起こします。

• 油圧系統の整備作業を行う時は、必ずエン
ジンを停止し、ダンプ･バルブを上昇から下
降に切り替えるか、荷台やアタッチメント
を下降させてシステム内部の圧力を完全に
解放してください。リモート油圧装置のレ
バーは平らに寝た状態にセットしてくださ
い。荷台を上げた時には、必ず安全サポート
で支えてください。

• ボルト、ナット、ネジ類は十分に締めつけ、
常に機械全体の安全を心掛けてください。

• 火災防止のため、エンジンの周囲に、余分
なグリス、草や木の葉、ほこりなどが溜ま
らないようご注意ください。

• エンジンを回転させながら調整を行わなけ
ればならない時は、手足や頭や衣服を可動部
に近づけないように十分ご注意ください。
また、無用の人間を近づけないようにして
ください｡

• ガバナの設定を変えてエンジンの回転数を上
げないでください｡本機の最高回転数は 3650
RPM です。Toro正規代理店でタコメータによ
るエンジン回転数検査を受け、安全性と精
度を確認しておきましょう。

• 大がかりな修理が必要になった時や補助が
必要な時は、Toro 正規代理店にご相談く
ださい。

• いつも最高の性能を維持するために、必ず
Toroの純正部品をご使用ください。他社の部
品やアクセサリを使用すると危険な場合があ
ります。機体の改造を行うと、機械の挙動や
性能、耐久性などが変化し、そのために事故
が起きる可能性があります。このような使
い方をすると The Toro® Company の製品保
証が適用されなくなります。

• The Toro® Company の了承なく本機を改
造しないでください。The Toro® Company
に関するご質問のあて先は以下の通り
です： Commercial Division, Vehicle
Engineering Dept., 8111 Lyndale Ave. So.,
Bloomington, Minnesota 55420–1196. USA

音音音圧圧圧
この機械は、オペレータの耳の位置における音
圧レベルが 82 dBA であることが確認されて
います； ただしこの数値には不確定値（K）1
dBA が含まれています。

音圧レベルの確認は、EC規則 11201 に定める手
順に則って実施されています。

振振振動動動

腕腕腕おおおよよよびびび手手手

• 右手の振動レベルの実測値 = 0.41 m/s2

• 左手の振動レベルの実測値 = 0.2 m/s2

• 不確定値（K） = 0.5 m/s2

実測は、EC規則 1032 に定める手順に則って実
施されています。
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全全全身身身

• 振動レベルの実測値 = 0.3 m/s2

• 不確定値（K） = 0.5 m/s2

実測は、EC規則 1032 に定める手順に則って実
施されています。

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

以下のラベルや指示は危険な個所の見やすい部分に貼付してあります。読めなく
なったものは必ず新しいものに貼り替えてください。

93-985293-985293-9852

1. 警告：オペレーターズマニュアルを読むこと。 2. 落下の危険： シリンダ・ロックを装着すること。

115-7739115-7739115-7739

1. 周囲の人が転落や衝突する危険 ― 人を乗せないこと。

115-2047115-2047115-2047

1. 警告： 高温部に触れないこと。

115-2281115-2281115-2281

1. ヘッドライト 4. エンジン ― 作動

2. 警笛 5. エンジン ― 始動

3. エンジン ― 停止
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93-908493-908493-9084

1. 吊り上げポイント 2. ロープ掛けポイント

115-7723115-7723115-7723

1. 警告： 油圧オイルの圧力は 124 bar（1800 PSI）。

2. カップラ A

3. カップラ B

115-7740115-7740115-7740

1. 警告： トレーラの最大重量は 680 kg； トングの最大重量は
90 kg。

2. 警告： 牽引重量が 680 kg 以上の場合はトレーラ用ブレーキ
が必要； トレーラの最大重量は 1591 kg、トレーラ用ブレーキ
付きの場合のトングの最大重量は 273 kg。

115-7746115-7746115-7746

1. 警告：講習を受けてから運転すること。 3. 火災の危険： 燃料補給前にエンジンを止めること。

2. 警告： 車両を離れるときは駐車ブレーキをロックし、エンジンを
停止し、キーを抜くこと。

4. 転倒の危険： 斜面では速度を落とし、旋回はゆっくり行い、慎重
に低速で走行すること； 最高速度 32 km/h を超えないように走
行すること； 大量の荷物や重い荷物を積んでいる時、そして凹
凸の激しい場所では低速で走行すること。
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115-2282115-2282115-2282

1. 警告： オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 警告： 可動部に近づかないこと； 全部のガード類を正しく取り付けて運転すること。

3. 周囲の人間に打撲や手足の負傷の危険： 周囲に人を近づけないこと； 荷台に人を乗せないこと； 乗車中は手足を車両外に出さないこ
と； シートベルトを着用し、手すりを握ること。

115-7814115-7814115-7814

115-7813115-7813115-7813

1. 電源ソケット, 10A 5. ヘッドライト、ブレーキ, 15A

2. 電源スイッチ, 10A 6. ハザード・ランプ, 10A

3. 燃料ポンプ、速度規制ス
イッチ, 10A

7. 4WD、トランスミッション, 10A

4. ホーン、電源ソケット, 15A

115-7741115-7741115-7741

1. トランスミッション・オイル関連の整備前に オペレーターズ
マニュアル を読むこと
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106-6755106-6755106-6755

1. 冷却液の噴出に注意。 3. 警告： 高温部に触れない
こと。

2. 爆発の危険 オペレーター
ズマニュアル を読むこと。

4. 警告： オペレーターズマ
ニュアルを読むこと。

93-987993-987993-9879

1. 負荷が掛かっている危険： オペレーターズマニュアル を読
むこと

93-781493-781493-7814

1. 巻き込まれる危険 － 可動部に近づかないこと。

93–986893–986893–9868

1. 手を潰される危険：オペレーターズマニュアル を読むこと。

93-985093-985093-9850

1. 修理や改造をしないこと：オペレーターズマニュアル を読
むこと。

105-4215105-4215105-4215

1. 警告： 挟まれないように注意

106-2353106-2353106-2353

1. 電気ソケット

106-2355106-2355106-2355

1. 低速 3. トランスミッション： 高速運
転禁止

2. 高速
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106-7767106-7767106-7767

1. 警告：オペレーターズマニュアル を読むこと； 転倒注意；
シートベルトを着用すること； 転倒方向と反対側に身体を
そらすこと。

93
-9

89
9

93-989993-989993-9899

1. 落下の危険 － シリンダ・ロックを装着すること。

115-7756115-7756115-7756

1. ハイ・フロー油圧: ON
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106-2377106-2377106-2377

1. ロック 8. 警告： オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. デファレンシャル･ロック 9. シャフトに巻き込まれる危険： 周囲の人を十分に遠ざけること。

3. ロック解除 10. 油圧シリンダ：縮む

4. 油圧ロック 11. 油圧シリンダ：伸びる

5. 入 12. トランスミッション： 高速

6. PTO 13. トランスミッション： 低速

7. 切 14. 駐車ブレーキ

バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと。

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこと 7. 保護メガネ等着用のこと：
爆発性ガスにつき失明等
の危険あり

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり

4. 保護メガネ等着用のこと 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当て
を受けること

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと

10. 鉛含有：普通ゴミとして投
棄禁止
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組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

ハンドル 1

キャップ 1111
ワッシャ 1

ハンドルを取り付ける

ROPSフレーム 1
222 ボルト, 1/2 インチ 6

ROPS（横転保護バー）を取り付けます。

333 電解液
必要に応

じて
バッテリー液を入れて充電する

444 必要なパーツはありません。 – エンジン・オイル、トランスアクスル/油圧
オイル、ブレーキ・オイルの量を点検する

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル 1 ご使用前にお読みください。

パーツマニュアル 1 パーツ番号を調べるための資料です。

オペレータのためのトレーニング資料 1 ご使用前にご覧ください。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

1
ハハハンンンドドドルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる
（（（TCTCTC ModelsModelsModels のののみみみ）））

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ハンドル

1 キャップ

1 ワッシャ

手手手順順順

1. ハンドル･シャフトからジャムナットを外
す。ハンドル・シャフトにハンドルとワッ
シャを順に取り付ける（図 3。

2. ナットでハンドルを固定し、20～25 ft-lb
（27～34 N-m = 2.8～3.5 kg.m）にトルク締
めする。

3. ハンドルにキャップを取り付ける

図図図 333

1. ハンドル 3. キャップ

2. ジャム・ナット 4. ワッシャ
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2
ROPSROPSROPS ををを取取取りりり付付付けけけるるる
（（（TCTCTC ModelsModelsModels のののみみみ）））

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ROPSフレーム

6 ボルト, 1/2 インチ

手手手順順順

1. ROPSの両サイドを車両フレーム側面の取付け
穴に揃える（図 4）。

2. ROPSの両側をボルト（3本、1/2 in）でフ
レームに固定し、85 ft-lb（115 N-m = 11.8
kg.m）まで締め付ける。

図図図 444

1. 横転保護バー（ROPS） 3. ROPSカバー・プレート

2. 取り付けブラケット

3
バババッッッテテテリリリーーー液液液ををを入入入れれれててて充充充電電電すすするるる
（（（TCTCTC ModelsModelsModels のののみみみ）））

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

必要に
応じて

電解液

手手手順順順

バッテリーに電解液が入っていない場合やバッ
テリーが未充電の場合には車両から取り外し、
バッテリー液を入れて充電してください。比重
1.260 のバッテリー液を購入してください。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。

危危危険険険

電電電解解解液液液にににははは触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす劇劇劇薬薬薬ででであああるるる
硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

••• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを皮皮皮
膚膚膚ややや目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるる
こここととと。。。安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを
保保保護護護すすするるるこここととと。。。

••• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるるよよよううう、、、
必必必ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててておおおくくくこここととと。。。

1. バッテリー・ケースからバッテリーを取り
外す（図 5）。
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図図図 555

1. バッテリー・カバー

2. バッテリー・ケースからバッテリーを取り
外す。

3. バッテリーから各セルのキャップを外し、
各セルの電極板がちょうど水没するまで、
ゆっくりとバッテリー液を入れる。

4. 各セルにキャップを取り付け、バッテリー
を充電器に接続し、充電電流を 3～4 A に
セットする。3～4 Aで4～8時間充電する。

警警警告告告

充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。

充充充電電電中中中ははは絶絶絶対対対禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守。。。バババッッッテテテリリリーーーににに火火火
気気気ををを近近近づづづけけけななないいい。。。

5. 充電が終わったらチャージャをコンセン
トから抜き、バッテリー端子からはずす
（図 6）。

図図図 666

1. バッテリー

6. キャップを取る。補給リングの高さまで、
各セルにゆっくりとバッテリー液を補給す
る。キャップを取り付ける。

重重重要要要 バババッッッテテテリリリーーー液液液ををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううにににししし
てててくくくだだださささいいい。。。バババッッッテテテリリリーーー液液液がががあああふふふれれれ出出出ててて機機機
体体体ににに触触触れれれるるるととと激激激しししいいい腐腐腐食食食ををを起起起こここしししままますすす。。。

7. バッテリー・ケースにバッテリーを載せる；
この時、バッテリー端子が車体の外側へ向
くようにする。

8. 赤い（＋）ケーブルをバッテリーの（＋）
端子に、黒いケーブル（－）はバッテリー
の（－）端子にはめ、ボルトとナットで固
定する。ショート防止のために（＋）端子
にゴムキャップをかぶせる。

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーー・・・ケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切
ででであああるるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火
花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆
発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外ししし、、、次次次にににプププラララ
ススス（（（赤赤赤）））ケケケーーーブブブルルルををを外外外すすす。。。

••• 接接接続続続すすするるる時時時ははは必必必ずずず赤赤赤いいいプププラララススス（（（+++）））ケケケーーーブブブ
ルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけるるる。。。

9. バッテリー・ケースにバッテリー・カバー
を取り付ける。

4
液液液量量量ををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. 初回運転の前および後に油圧オイルの量を
確認してください； 「運転操作」の「エン
ジン・オイルの量を点検する」を参照。

2. 初回運転の前にトランスアクスル/油圧オイ
ルの量を確認してください； 「運転操作」
の「トランスアクスル/油圧オイルの量を
点検する」を参照。

3. 初回運転の前にブレーキ・オイルの量を確
認してください； 「運転操作」の「ブレー
キ･オイルを点検する」を参照。
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製製製品品品ののの概概概要要要

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

アアアクククセセセルルル･･･ペペペダダダルルル

アクセル･ペダル（図 7）はエンジンの回転数
を変化させるペダルで、トランスミッションに
ギアの入った状態でアクセルを操作すると走行
速度を変えることができます。ペダルを踏み込
むとエンジンの回転数が上がって走行速度が上
がります。ペダルから足をはなすとエンジンの
回転数が下がって走行速度が下がります。

図図図 777

1. アクセル･ペダル 3. ブレーキ・ペダル

2. クラッチ・ペダル

クククラララッッッチチチ・・・ペペペダダダルルル

エンジンを始動する時やトランスミッションの
ギア操作を行なう場合には、このクラッチ・ペ
ダル（図 7）を一杯に踏み込んでクラッチを外
してください。トランスミッションにギアが
入ったら、滑らかな動作でクラッチ・ペダルか
ら足をはなしてください； トランスミッション
やその他の機器に無用な磨耗を招かないよう、
スムーズに操作してください。

重重重要要要 走走走行行行中中中ははは、、、クククラララッッッチチチ・・・ペペペダダダルルルににに足足足をををのののせせせ
たたたままままままででで走走走行行行しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。クククラララッッッチチチ・・・
ペペペダダダルルルかかかららら完完完全全全ににに足足足をををはははなななしししててておおおかかかななないいいととと、、、
クククラララッッッチチチががが発発発熱熱熱しししててて磨磨磨耗耗耗しししままますすす。。。坂坂坂道道道ででで半半半ククク
ラララッッッチチチででで車車車両両両ををを斜斜斜面面面ににに停停停止止止さささせせせるるるここことととははは絶絶絶対対対ににに
しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。クククラララッッッチチチががが破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれ
がががああありりりままますすす。。。

ブブブレレレーーーキキキ・・・ペペペダダダルルル

ブレーキ・ペダル（図 7）は走行速度を下げた
り車両を停止させるのに使用します。

注注注意意意

ブブブレレレーーーキキキががが磨磨磨耗耗耗しししたたたりりり調調調整整整ががが狂狂狂っっったたたりりりすすするるるととと
人人人身身身事事事故故故ののの原原原因因因とととなななるるる。。。ブブブレレレーーーキキキ･･･ペペペダダダルルルををを一一一
杯杯杯ににに踏踏踏みみみ込込込んんんだだだ時時時、、、ペペペダダダルルルととと運運運転転転台台台ののの床床床とととののの
距距距離離離ががが 3.83.83.8 cmcmcm 以以以下下下とととなななるるるよよようううなななららら調調調整整整まままたたた
ははは修修修理理理ががが必必必要要要ででであああるるる。。。

ギギギアアア･･･シシシフフフトトト･･･レレレバババーーー

クラッチ・ペダルを一杯に踏み込んでからシフ
ト・レバー（図 8）を希望するギア位置にシフ
トします。シフト・パターンは下の図に示す
とおりです。

図図図 888

重重重要要要 前前前進進進かかかららら後後後退退退へへへ、、、あああるるるいいいははは後後後退退退かかかららら前前前進進進へへへ
ののの切切切りりり換換換えええははは、、、車車車両両両ををを完完完全全全ににに停停停止止止さささせせせててて行行行なななっっっ
てててくくくだだださささいいい。。。こここれれれををを守守守らららななないいいととと、、、トトトララランンンスススアアアククク
スススルルルががが破破破損損損すすするるるおおおそそそれれれがががああありりりままますすす。。。

注注注意意意

スススピピピーーードドドををを出出出しししたたた状状状態態態かかかららら急急急にににダダダウウウンンンシシシフフフトトトすすす
るるるととと 後後後輪輪輪がががスススリリリッッップププすすするるる場場場合合合がががああありりり危危危険険険ででであああ
るるるばばばかかかりりりかかか、、、クククラララッッッチチチやややトトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンををを
破破破損損損すすするるるおおおそそそれれれもももあああるるる。。。 ギギギアアアににに無無無用用用ののの負負負担担担ををを
掛掛掛けけけななないいいよよよううう、、、シシシフフフトトトはははスススムムムーーーズズズににに行行行うううこここととと。。。

デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルル･･･ロロロッッッククク

デファレンシャル・ロックは後部車軸の作動ギ
アをロックして走行力を増強する働きがありま
す。デファレンシャル・ロック（図 9）は、走
行中でも操作できます。ロックするには、レ
バーを前へ、そして右へ動かします。

注注注 デファレンシャル・ロックの操作には車両
が動いていることと、少しの旋回動作が必要で
す。

注注注意意意

デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルル･･･ロロロッッックククをををしししたたたままままままででで旋旋旋回回回すすす
るるるとととハハハンンンドドドルルル制制制御御御ががが不不不能能能ににになななるるる場場場合合合がががああありりり危危危
険険険ででであああるるる。。。小小小さささななな旋旋旋回回回をををすすするるるととときききややや高高高速速速ででで旋旋旋
回回回すすするるる時時時ははは、、、デデデフフフ ァァァレレレンンンシシシャャャルルル･･･ロロロッッックククををを解解解
除除除すすするるるこここととと。。。「「「デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルル･･･ロロロッッックククののの
使使使用用用」」」ををを参参参照照照のののこここととと。。。
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図図図 999

1. ギア･シフト･レバー 4. 油圧昇降ロック

2. 駐車ブレーキ 5. デファレンシャル･ロック

3. 油圧昇降レバー 6. ハイ・ロー・レンジ・シフター

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキ

エンジンを停止させる時には、車体が不意に動
き出さないよう、必ず駐車ブレーキ（図 9）を
掛けてください。レバーを後ろに引き上げると
駐車ブレーキがかかります。 レバーを前に倒
すと解除となります。 車両を動かす前に駐車
ブレーキを解除してください。急な斜面に停車
する場合には、駐車ブレーキを掛けてくださ
い。トランスミッションを一速に（登り斜面
の場合）または後退（下り斜面の場合）に入
れてください。谷側のタイヤに輪止めを掛け
てください。

油油油圧圧圧昇昇昇降降降レレレバババーーー

荷台の昇降を行ないます。後ろに引くと荷台が
上昇し、前に倒すと降下します（図 9）。

重重重要要要 荷荷荷台台台ををを降降降下下下さささせせせるるる時時時ははは、、、降降降下下下ししし終終終わわわっっってててかかか
らららさささらららににに 111～～～222 秒秒秒間間間、、、レレレバババーーーををを前前前ににに倒倒倒しししたたたまままままま
ででで保保保持持持ししし、、、荷荷荷台台台ががが完完完全全全にににフフフレレレーーームムム位位位置置置まままででで降降降りりり
るるるよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。たたただだだししし、、、油油油圧圧圧シシシリリリンンンダダダ
がががそそそののの行行行程程程ののの端端端まままででで到到到達達達しししたたたららら、、、そそそこここかかかららら 555
秒秒秒間間間以以以上上上はははレレレバババーーーををを保保保持持持しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

油油油圧圧圧昇昇昇降降降ロロロッッッククク

車両に荷台を取り付けていない場合には、油
圧シリンダーが動かないように昇降レバー
（図 9）をロックしておきます。また、アタッ
チメントを取り付けて使用している場合には、
レバーを ON 位置にロックすることができま
す。

ハハハイイイ・・・ロロローーー・・・レレレンンンジジジ・・・シシシフフフタタターーー

速度レンジを切り替えることで速度ギアが 3
つ増えることになり、より細かなギア選択がで
きます（図 9）。

• ハイ・レンジからロー・レンジへ、あるい
はその逆への切り換えは、車両を完全に停
止させて行なってください。

• また、切り換えは平らな場所で行なってく
ださい。

• クラッチ・ペダルを一杯に踏み込みます。

• レバーを前一杯に動かすとハイ・レンジ、
後ろ一杯に動かすとロー・レンジです。

High は荷物をあまり積まない状態、乾いた路
面、高速での走行のためのレンジです。

Low は低速度で走行するためのレンジです。こ
のレンジは、通常よりも大きなパワーやコント
ロールを必要とする時のためのレンジです。た
とえば、急斜面、悪路、重い荷物を搭載してい
るときでエンジンを高速回転させる必要がある
とき（液剤や砂などの散布）に使用します。

重重重要要要 ハハハイイイ･･･レレレンンンジジジとととロロローーー・・・レレレンンンジジジののの間間間ににに、、、ギギギ
アアアがががどどどちちちらららにににももも入入入らららななないいい位位位置置置ががが存存存在在在しししままますすす。。。
こここののの位位位置置置をををニニニュュューーートトトラララルルルののの代代代わわわりりりにににしししななないいいででで
くくくだだださささいいい；；； ギギギアアア・・・シシシフフフトトト・・・レレレバババーーーがががいいいずずずれれれかかか
のののギギギアアアににに入入入っっったたたままままままでででハハハイイイ・・・ロロローーー・・・シシシフフフタタターーー
ににに何何何かかかががが当当当たたたっっったたたりりりすすするるるととと車車車両両両ががが不不不意意意ににに動動動ききき
出出出すすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

始始始動動動スススイイイッッッチチチ

始動スイッチ（図 10）はエンジンの始動と停
止を行うスイッチです。始動キーには3つの位
置があります： OFF, ON/Preheat, STARTです。
キーを右に回して START 位置にすると、スター
タ･モータが作動します。エンジンが始動した
ら、キーから手を離してください。キーは自動
的に ON 位置まで戻ります。キーを OFF 位置に
回せばエンジンは停止します｡
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図図図 101010

1. ライト・スイッチ 8. 燃料計

2. ハイフロー油圧スイッチ
（TC Models のみ）

9. 始動スイッチ

3. 警笛
（TC Models のみ）

10. 電源ソケット

4. タコメータ 11. 走行速度制限スイッチ

5. アワー・メータ 12. エンジン・オイル圧警告灯

6. 速度計 13. グロープラグ・インジケータ

7. 冷却水温度計及び警告灯 14. 充電インジケータ

アアアワワワーーー・・・メメメーーータタタ

本機の稼働時間を積算表示します。このア
ワー・メータ（図 10）は始動スイッチをON位
置にすると始動し、エンジンが回転している間
作動を続けます。

走走走行行行速速速度度度（（（333速速速ハハハイイイ・・・レレレンンンジジジ）））制制制限限限スススイイイッッッチチチ

ハイ・レンジで 3 速が使えないように設定し
たい時は、この高速ギア（ハイ・レンジ３速）
カット・スイッチ（図 10）を低速位置にして
キーを抜きます。ハイ・レンジでシフト・レ
バーを 3 速に入れるとエンジンが自動的に停
止します。キーはどちらの位置でも抜くこと
ができます。

ララライイイトトト・・・スススイイイッッッチチチ

ライト・スイッチ（図 10）を押すとヘッドライ
トの点灯・消灯を切り替えることができます。

オオオイイイルルル圧圧圧警警警告告告灯灯灯

エンジンの回転中にエンジン･オイルの圧力が
危険域まで下がるとオイル圧警告灯（図 10）
が点灯します。このランプが点滅または点灯し
たら、停車してエンジンを止め、オイル量を点
検してください。オイルが減っていて、補給し

てもエンジン再始動時にランプが消えない場合
は、ただちにエンジンを止めて Toro 代理店に
ご連絡ください。

以下の要領で警告ランプ類の作動を確認して
ください：

1. 駐車ブレーキを掛ける。

2. 始動キーを ON/予熱位置に回す； エンジン
は掛けない。オイル圧警告灯が赤く点灯す
る。点灯しない場合には、電球が切れている
か監視回路に異常が発生しているので、必ず
原因を突き止めて修理を行なう。

注注注 エンジンを停止させた直後は、1～2 分間待
たないとランプが点灯しない場合があります。

グググロロローーープププラララグググ・・・イイインンンジジジケケケーーータタタ

グロープラグ・インジケータ・ランプ（図 10）
は、グロープラグが作動中に点灯します。

重重重要要要 始始始動動動スススイイイッッッチチチががが STARTSTARTSTART 位位位置置置ににに戻戻戻っっってててかかか
らららさささらららににに151515秒秒秒間間間、、、グググロロローーープププラララグググ・・・イイインンンジジジケケケーーー
タタタががが点点点灯灯灯しししままますすす。。。

冷冷冷却却却水水水温温温度度度表表表示示示計計計とととイイインンンジジジケケケーーータタタ・・・ララランンンプププ

エンジンの冷却水の温度を表示します。始動ス
イッチが ON のときに作動します（図 10）。
インジケータ・ランプは、エンジンがオーバー
ヒートしたときに点滅します。

充充充電電電イイインンンジジジケケケーーータタタ

バッテリーが放電しているときに点灯します。
走行中にこのランプが点灯した場合には、車両
を停止させ、エンジンを止めて原因を調べてく
ださい； オルタネータ・ベルトが切れている
などの場合があります。 (図 10).

重重重要要要 オオオルルルタタタネネネーーータタタ・・・ベベベルルルトトトがががゆゆゆるるるんんんでででいいいたたたりりり、、、
切切切れれれててていいいたたたりりりしししたたた場場場合合合にににははは、、、必必必ずずずそそそののの修修修理理理ををを行行行
なななっっってててかかかららら車車車両両両ををを使使使用用用すすするるるよよようううにににしししてててくくくだだださささ
いいい。。。こここののの注注注意意意ををを守守守らららななないいいととと、、、エエエンンンジジジンンンををを破破破損損損さささ
せせせるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

以下の要領で警告ランプ類の作動を確認して
ください：

• 駐車ブレーキを掛ける。

• 始動キーを ON/予熱位置に回す； エンジン
は掛けない。冷却水温度、充電警告、エン
ジン・オイル圧の警告灯がそれぞれ点灯す
る。点灯しないランプがあった場合には、電
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球が切れているかそれぞれの監視回路に異
常が発生しているので、必ず原因を突き止
めて修理を行なう。

燃燃燃料料料計計計

燃料計は、燃料タンクに残っている燃料の量を
表示します。始動スイッチがON/予熱位置の時
にのみ作動します（図 10）。燃料の残量が少
なくなると赤色のランプが点灯し、空に近くな
ると赤色の点滅に変わります。

ハハハイイイ・・・フフフロロローーー油油油圧圧圧スススイイイッッッチチチ（（（TCTCTC モモモデデデルルルのののみみみ）））

ハイ・フロー油圧装置を ON にするスイッチ
です（図 10）。

ホホホーーーンンン・・・ボボボタタタンンン（（（TCTCTC モモモデデデルルルのののみみみ）））

押すと警笛がなります（図 10）。

タタタコココメメメーーータタタ

エンジンの回転数を表示します
（図 10と図 11）。白い三角マークは
PTOを使用する際の適正回転数です（図 11）。

図図図 111111

1. エンジンの回転数 2. PTO速度540 RPMに必要な
回転数3300 RPM

速速速度度度計計計

車両の走行速度を表示します（図 10）。速度
計の表示単位はMPH（マイル毎時）ですが、簡
単にKPH（km毎時）に切り替えることができま
す。「制御系統の保守」の「速度表示単位の切
替え」を参照してください。

電電電源源源ソソソケケケッッットトト

電源ソケットから電動アクセサリ用に12 Vの電
源をとることができます（図 10）。

助助助手手手席席席用用用手手手すすすりりり

助手席用の手すりがダッシュボードについてい
ます（図 12）。

図図図 121212

1. 助手席用手すり 2. 物入れ

座座座席席席調調調整整整レレレバババーーー

運転しやすい位置に前後調整することができ
ます（図 13）。

図図図 131313

1. 座席調整レバー
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仕仕仕様様様
注注注 仕様や設計は予告なく変更されることがあ
ります。

寸寸寸法法法

全幅 160cm

全長

荷台なし： 326 cm
フルサイズ荷台付き： 331 cm
2/3サイズ荷台を後ろ寄りに取り付け：
346 cm

基本重量（油脂類
含まず）

Model 07368：887 kg
Model 07368TC：924 kg
Model 07371： 914 kg
Model 07371TC： 951 kg

定格総重量
（運転手の体重 90 kg、
助手席乗員の体重

90kg、搭載されているア
タッチメントを含む）。

Model 07368： 1,313 kg
Model 07368TC：1,276 kg
Model 07371：1,286 kg
Model 07371TC：1,249 kg

最大車両総重量 2,200 kg

牽引能力 トング重量： 272 kg
トレーラ最大重量： 1,587 kg

地上高 18 cm（積載荷重なし）

ホイールベース 118 cm

ホイールトレッド（セン
ターライン間）

前輪： 117 cm
後輪： 121 cm

高さ ROPS最上部までの高さ： 190.5 cm

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトやややアアアクククセセセサササリリリ

メーカーが認定する Toro 様々なアタッチメン
トやアクセサリでお仕事の幅をさらに広げてく
ださい。アタッチメントやアクセサリについて
の情報は、 正規ディーラー またはディストリ
ビュータへ。インターネット www.Toro.com も
ご利用ください。

運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注意意意

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止
ししし、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくく
こここととと。。。荷荷荷台台台ののの下下下ででで作作作業業業すすするるるととときききははは荷荷荷台台台もももアアア
タタタッッッチチチメメメンンントトトももも空空空にににすすするるる。。。まままたたた、、、必必必ずずず油油油圧圧圧シシシ
リリリンンンダダダををを一一一杯杯杯ににに伸伸伸ばばばししし、、、安安安全全全サササポポポーーートトトででで固固固定定定
しししててておおおくくくこここととと。。。

エエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

エンジンにはオイルを入れて出荷しています
が、初回運転の前後に必ずエンジン･オイルの
量を確認してください； 油量は約3.3 リット
ル（フィルタ共）です。

注注注 エンジン･オイルを点検する最もよいタイミ
ングは、その日の仕事を始める直前、エンジン
がまだ冷えているうちです。既にエンジンを始
動してしまった場合には、一旦エンジンを停
止し、オイルが戻ってくるまで約 10 分間程
度待ってください。油量がディップスティッ
クのADDマークにある場合は、FULLマークまで
補給してください。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。オイ
ル量が FULL とADD の中間の時は、オイルを
補給する必要はありません。

オイルは、API（米国石油協会）規格CFグレー
ド以上の10W-30洗浄性オイルを使用します。
下の表（図 14）を使って適切な粘度を選ん
でください。

図図図 141414

1. 平らな場所に駐車する。

2. ディップスティックを抜き､ウェスで一度
きれいに拭く。ディップスティックを、
チューブの根元までもう一度しっかりと差
し込む。ディップスティックをもう一度抜
きとって、オイルの量を点検する。
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図図図 151515

1. ディップスティック

3. オイルの量が不足している場合は、補給口
のキャップ（図 17）を取り、ディップス
ティックの FULL マークまで補給する。

図図図 161616

1. 補給口キャップ

注注注 補給は､通気を確保するためにディップ
スティックを抜いて行い、時々ディップス
ティックで確認しながら少量ずつ入れてく
ださい｡入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと｡｡｡

重重重要要要 WWWエエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルルををを補補補給給給すすするるる時時時ににに
ははは、、、補補補給給給口口口とととジジジョョョウウウゴゴゴなななどどどののの間間間ににに 図図図 171717 ににに
示示示すすすよよようううなななすすすききき間間間ががが必必必要要要ででですすす。。。こここれれれははは補補補給給給
ののの際際際ににに通通通気気気ををを確確確保保保ししし、、、オオオイイイルルルがががブブブリリリーーーザザザ内内内
部部部ににに侵侵侵入入入しししななないいいよよようううにににすすするるるたたためめめででですすす。。。

図図図 171717

1. ここにすき間をあける

4. ディップスティックをしっかり差し込ん
で終了｡

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
硫黄分の少ない（微量：500 ppm 未満、また
は極微量：15 ppm 未満）の新しい軽油または
バイオ･ディーゼル燃料以外は使用しないでく
ださい。セタン値が 40以上のものをお使いく
ださい。燃料の劣化を避けるため、180日以
内に使いきれる程度の量を購入するようにし
てください。

燃燃燃料料料容容容量量量：：： 25 リットル

気温が -7℃ 以上では夏用燃料（2号軽油）を使
用しますが、気温が -7℃ 以下の季節には冬用
燃料（1号軽油または1号と2号の混合）を使用
してください。低温下で冬用ディーゼル燃料を
使うと、発火点や流動点が下がってエンジンが
始動しやすくなるばかりでなく、燃料の成分分
離（ワックス状物質の沈殿）によるフィルタの
目詰まりを防止できるなどの利点があります。

気温が -7℃ 以上の季節には夏用燃料を使用す
る方が、燃料ポンプの寿命を延ばします。

重重重要要要 デデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料ののの代代代わわわりりりににに灯灯灯油油油やややガガガソソソリリリ
ンンンををを使使使わわわななないいいでででくくくだだださささいいい。。。こここののの注注注意意意ををを守守守らららななな
いいいとととエエエンンンジジジンンンががが破破破損損損しししままますすす。。。
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警警警告告告

燃燃燃料料料ををを飲飲飲みみみ込込込むむむととと非非非常常常ににに危危危険険険ででで生生生命命命ににに関関関わわわるるる。。。
まままたたた気気気化化化しししたたたガガガソソソリリリンンンににに長長長期期期間間間ふふふれれれるるるととと身身身体体体
ににに重重重篤篤篤ななな症症症状状状ややや疾疾疾病病病ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• ガガガソソソリリリンンンのののガガガスススををを長長長時時時間間間吸吸吸いいい込込込むむむのののははは避避避
けけけるるるこここととと。。。

••• ノノノズズズルルルやややタタタンンンククク、、、コココンンンデデディィィシシショョョナナナーーー注注注入入入口口口
にににははは顔顔顔ををを近近近づづづけけけななないいいこここととと。。。

••• 目目目ややや皮皮皮膚膚膚ににに燃燃燃料料料ががが付付付着着着しししななないいいよよようううにににすすするるる
こここととと。。。

危危危険険険

条条条件件件次次次第第第でででははは軽軽軽油油油ははは引引引火火火･･･爆爆爆発発発しししやややすすすくくく、、、火火火
災災災ややや爆爆爆発発発ををを起起起こここすすすととと非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。発発発火火火
しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどど
ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料タタタンンンクククのののキキキャャャッッップププををを外外外すすす前前前ににに、、、必必必ずずず平平平
らららななな場場場所所所ににに駐駐駐車車車しししててていいいるるるここことととををを確確確認認認すすするるるこここ
ととと。。。燃燃燃料料料タタタンンンクククのののキキキャャャッッップププはははゆゆゆっっっくくくりりり開開開
けけけるるるこここととと。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで行行行いいい、、、燃燃燃料料料をををこここぼぼぼさささ
ぬぬぬよよよううう、、、補補補給給給ににに際際際しししてててははは漏漏漏斗斗斗なななどどどののの器器器具具具ををを
使使使用用用すすするるる。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき取取取るるる。。。

••• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。給給給油油油ははは燃燃燃
料料料タタタンンンクククののの首首首ののの根根根元元元かかかららら252525 mmmmmm 程程程度度度下下下まままででで
とととすすするるる。。。こここれれれははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ははは膨膨膨
張張張しししたたたととときききにににあああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを確確確
保保保すすするるるたたためめめででであああるるる。。。

••• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎
ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ででで
保保保存存存ししし、、、容容容器器器にににははは必必必ずずずキキキャャャッッップププをををはははめめめるるる。。。

バババイイイオオオデデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料対対対応応応

このマシンは、バイオディーゼル混合燃料の
使用が可能であり、B20クラス（バイオディー
ゼル20 ％，軽油80 ％）までの製品に対応し
ています。ただし、混合されている軽油のイ
オウ含有量は低レベルまたは極低レベルであ
る必要があります。以下の注意を守ってお使
いください。

• バイオディーゼル成分がASTM D6751 または
EN 14214規格に適合していること。

• 軽油成分がASTM D975またはEN 590規格に
適合していること。

• バイオディーゼル混合燃料を使った場合、
塗装部が劣化する可能性があります。

• 気温の低い場所でバイオディーゼル燃料を
使う場合には、B5（バイオディーゼル成分
が5 ％）またはそれ以下の製品をお使い
ください。

• 燃料と直接接触する部材、すなわちシー
ル、ホース、ガスケットなどの経時劣化が
早まる可能性がありますから、適切に点検
してください。

• バイオディーゼル混合燃料に切り替えてか
らしばらくの間は燃料フィルタが目詰まり
を起こす可能性があります。

• バイオディーゼルについて更に詳しい情報
は、代理店にお問い合わせください。

1. 燃料タンクのキャップの周囲をきれいに
拭く。

2. 燃料タンクのキャップ（図 18）を取る。

図図図 181818

1. 燃料タンクのキャップ

3. タンクの天井（給油口の根元）から約 2.5cm
下まで燃料を入れ、キャップをはめる｡入入入
れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと｡｡｡

4. こぼれたガソリンは火災防止のためにすぐ
に拭き取る｡
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冷冷冷却却却液液液ののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

冷冷冷却却却シシシススステテテムムムののの容容容量量量：：： 3.7 リットル

冷却液は水とエチレングリコール不凍液の
50/50 混合液です｡

1. 平らな場所に駐車する。

注注注意意意

エエエンンンジジジンンン停停停止止止直直直後後後にににラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププ
ををを開開開けけけるるるととと、、、高高高温温温高高高圧圧圧ののの冷冷冷却却却液液液ががが吹吹吹ききき出出出ししし
てててやややけけけどどどををを負負負ううう恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• エエエンンンジジジンンン回回回転転転中中中はははラララジジジエエエタタターーーのののふふふたたたををを
開開開けけけななないいいこここととと。。。

••• ラララジジジエエエタタターーーががが十十十分分分ににに冷冷冷えええるるるまままででで151515分分分ぐぐぐららら
いいい待待待っっってててかかからららキキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるよよようううににに
すすするるるこここととと。。。

••• キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききはははウウウェェェスススなななどどどををを使使使
いいい、、、高高高温温温ののの水水水蒸蒸蒸気気気ををを逃逃逃がががしししななながががらららゆゆゆっっっくくく
りりりととと開開開けけけるるるこここととと。。。

2. 補助タンクの側面から冷却液の量を点検す
る（図 19）。エンジンが冷えている状態で
COLD線の位置まであれば適正である。

図図図 191919

1. 補助タンク 3. COLD ライン

2. HOT ライン

3. 液量が不足している場合には、補助タン
クのふたをとり、水とエチレングリコール
不凍液の50/50 混合液を補給する。入入入れれれすすす
ぎぎぎななないいいこここととと｡｡｡

4. 補助タンクのキャップを取り付けて終了。

トトトララランンンスススアアアクククスススルルル///油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの
量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

トランスアクスルには Dexron III ATF オイル
を使用しています。初めて使用する前および 8
運転時間ごとに量を点検してください。容量

トトトララランンンスススアアアクククスススルルル・・・オオオイイイルルルののの容容容量量量： 7 リットル

1. 平らな場所に駐車する。

2. ディップスティック取り付け部の周辺をき
れいにぬぐう（図 20）。

図図図 202020

1. ディップスティック

3. トランスアクスルの上部からディップス
ティックを抜き取り､ウェスで一度きれい
に拭く。

4. ディップスティックを、トランスアクスル
にもう一度しっかりと差し込む。

5. ディップスティックを抜き出してオイルの
量を読み取る。

ディップスティックの平たい部分の一番上
まで油量があれば適正である。

6. 不足している場合は、適正量まで補給する。

ハハハイイイ・・・フフフロロローーー油油油圧圧圧オオオイイイルルルををを点点点検検検すすす
るるる（（（TCTCTC モモモデデデルルルのののみみみ）））。。。
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

ハイ・フロー油圧オイル･タンクには約 15
リットルの高品質油圧オイルを満たして出荷し
ています。初初初めめめてててののの運運運転転転ののの前前前ににに必必必ずずず油油油量量量ををを確確確
認認認ししし、、、そそそののの後後後ははは毎毎毎日日日点点点検検検しししてててくくくだだださささいいい。。。
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1. 油圧オイルタンクの注油口周辺をきれいに
拭き、キ ャップ（図 21）を外す。給油口
からキャップを取る。

図図図 212121

1. キャップ

2. 補給口の首からディップスティック
（図 21）を抜き、ウ ェスできれいに拭
う。もう一度首に差し込んで引き抜き、オ
イルの量を点検する。2本のマークの間に
あれば適正である。

3. 油量が少なければ上マークまで補給する。
「ハイ・フロー油圧オイルを点検する」を
参照のこと。

4. ディップスティックとキャップを取り付
ける。

5. エンジンを掛け、アタッチメントを ON に
する。約 2 分間運転し、システム内のエア
をパージする。エンジンとアタッチメント
を止め、オイル漏れがないか点検する。

重重重要要要 ハハハイイイ・・・フフフロロローーー油油油圧圧圧装装装置置置ををを ONONON にににすすするるる前前前
ににに車車車両両両ををを始始始動動動さささせせせててておおおくくく必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

警警警告告告

高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身
体体体ににに重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 油油油圧圧圧ををを掛掛掛けけけるるる前前前ににに、、、油油油圧圧圧ララライイインンンやややホホホーーーススス
ににに傷傷傷ややや変変変形形形がががななないいいかかか接接接続続続部部部ががが確確確実実実ににに締締締
まままっっっててていいいるるるかかかををを確確確認認認すすするるる。。。

••• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルルリリリーーークククやややノノノズズズルルルかかからららははは
油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、
手手手なななどどどををを近近近づづづけけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

••• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを
使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。

••• 油油油圧圧圧関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、内内内部部部ののの圧圧圧力力力
ををを確確確実実実ににに解解解放放放すすするるる。。。

••• 万万万一一一、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが体体体内内内ににに入入入っっったたたららら、、、直直直
ちちちににに専専専門門門医医医ののの治治治療療療ををを受受受けけけるるる。。。

フフフロロロンンントトト・・・デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルのののオオオイイイ
ルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる（（（444輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデ
ルルルのののみみみ）））
整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと/毎月 （いずれか

早く到達した方）

デファレンシャルには Mobil 424 油圧オイ
ルを使用しています。

1. 平らな場所に駐車する。

2. デファレンシャルの側面についている補
給・点検プラグの周囲をきれいに拭く
（図 22）。

図図図 222222

1. 補給・点検プラグ 2. ドレン・プラグ

3. 補給・点検プラグを外してオイルの量を調
べる。穴の高さまでオイルがあればよい。
不足している場合には Mobil 424 油圧オイ
ルを補給する。

4. 補給・点検プラグを取り付ける。

ホホホイイイーーールルル・・・ナナナッッットトトのののトトトルルルクククををを点点点検検検
すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 2 時間

使用開始後最初の 10 時間

200運転時間ごと

警警警告告告

こここののの整整整備備備ををを怠怠怠るるるととと車車車輪輪輪ののの脱脱脱落落落ややや破破破損損損かかかららら人人人身身身
事事事故故故にににつつつななながががるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

運運運転転転開開開始始始かかかららら111～～～444時時時間間間後後後ににに111回回回ととと101010時時時間間間後後後にににももも
ううう111回回回、、、前前前輪輪輪ととと後後後輪輪輪のののホホホイイイーーールルル・・・ナナナッッットトトのののトトト
ルルルククク締締締めめめををを行行行ううう；；； トトトルルルククク値値値ははは 109109109～～～122122122 N.mN.mN.m
（（（11.111.111.1～～～12.512.512.5 kg.mkg.mkg.m）））。。。そそそののの後後後ははは 200200200 運運運転転転時時時間間間
ごごごとととににに締締締めめめ付付付けけけををを行行行ううう。。。
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タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

前タイヤの適正空気圧は 2.2 kg/cm2、後タイ
ヤは 1.3 kg/cm2 です。

タイヤ空気圧はひんぱんに点検して適正に保っ
てください。空気圧が適正でないと、タイヤの
摩耗が通常より早くなります。

図 23は空気圧不足で生じる磨耗の例です。

図図図 232323

1. 空気圧不足のタイヤ

図 24は空気圧過多で生じる磨耗の例です。

図図図 242424

1. 空気圧が高すぎるタイヤ

ブブブレレレーーーキキキ･･･オオオイイイルルルををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日—ブレー

キ･オイルの量を点検する。

1000運転時間ごと/2年ごと
（いずれか早く到達した方）—
ブレーキ・オイルを交換する。

ブレーキ・オイル・タンクに DOT 3 ブレーキ液
を入れて出荷しています。初めて使用する前お
よび 8 運転時間ごとに量を点検してください。

ブレーキ・オイル・タンクはダッシュボード
の下にあります。

1. 平らな場所に駐車する。

2. タンクの FULL マークまでオイルが入って
いるのを確認する(図 25)。

図図図 252525

1. ブレーキ・オイルのタンク

3. 液量が不足している場合には、まず補給
口周辺をきれいに拭き、キャップをはずし
て、適正量まで液を補給する。入入入れれれすすすぎぎぎ
ななないいいこここととと｡｡｡

注注注 フードを外すと機械前方からタンクに手が
届きます（図 26）。

図図図 262626

1. ブレーキ・オイルのタンク

始始始動動動前前前ののの点点点検検検
安全運転は、毎日の始業点検から始まります。
以下の項目について、毎日の始業前に点検を行
なってください：

• タイヤ空気圧を点検する。
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注注注 タイヤ空気圧は、普通の自動車より低く
設定されています； これは踏圧を減らし芝
生の損傷を防止するためです。

• 燃料、オイルなどの量を点検し、不足し
ていれば Toro が指定する適正品を適正量
まで補給する。

• ラジエターの前面を点検する。ラジエター･
スクリーンを清掃する。

• ブレーキ･ペダルの作動を点検する。

• ヘッドライトおよびホーンが正常に作動す
ることを確認する。

• ハンドルを左右一杯に切って応答を確認
する。

• エンジンを止め、機械の可動部が全て完全
に停止するのを待って、オイル漏れや各部の
ゆるみなど他に不具合がないか点検する。

上記のうち一つでも異常があれば、作業に出発
する前に整備士や上司にその旨を伝えてくだ
さい。 現場により、上記以外の項目の点検を
指示されることもあります。

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順
1. 運転席に座り、駐車ブレーキが掛かって

いるのを確認する。

2. PTOとハイ・フロー油圧装置を搭載している
場合はそれぞれを解除、ハンドスロットル
装備車ではハンドスロットルをOFFにする｡

3. シフト・レバーをニュートラル位置にし、
クラッチを踏み込む。

4. 油圧昇降レバーが中央位置になっているの
を必ず確認しておくこと。

5. アクセルから足を離す。

6. 始動キーを ON 位置に回す。グロープラ
グ・インジケータ・ランプが消灯したら、
エンジンを始動できる。

7. 始動キーを START 位置に回す。エンジンが
始動したらすぐにキーから手を放す； キー
は RUN 位置に戻る。

注注注 始動スイッチが RUN 位置に戻ってからさ
らに15秒間、グロープラグ・インジケータが
点灯します。

注注注 スタータ・モータのオーバーヒートを防止
するため、スタータは10秒間以上連続で回転さ
せないでください。10秒間回してもエンジンが
掛からない場合は、キーをOFF位置に戻し、コ
ントロール類や始動手順を確認して、10秒待っ
てからもう一度スタータを回してください。

運運運転転転
1. 駐車ブレーキを解除する。

2. クラッチを一杯に踏み込む。

3. シフト・レバーを１速に入れる。

4. アクセル・ペダルを踏み込みながらクラッ
チ・ペダルからスムーズに足をはなす。

5. 速度が十分に出たらアクセル・ペダルか
ら足をはなし、クラッチ・ペダルを一杯に
踏み込んでシフト・レバーを次のギアにシ
フトして、アクセル・ペダルを踏み込みな
がらクラッチ・ペダルからスムーズに足を
はなす。この操作を繰り返して希望の走行
速度まで加速する。

重重重要要要 前前前進進進かかかららら後後後退退退へへへ、、、あああるるるいいいはははそそそののの逆逆逆ににに切切切
りりり換換換えええるるる場場場合合合にににははは、、、必必必ずずず車車車両両両ををを完完完全全全ににに停停停止止止
さささせせせててて行行行なななっっってててくくくだだださささいいい。。。

注注注 長時間にわたってエンジンをアイドリン
グさせないでください。

エンジンの回転数が 3600 rpm の時の各ギ
アでの走行速度は以下の表の通りです。

ギギギアアア レレレンンンジジジ 比比比
速速速度度度（（（マママイイイ
ルルル///時時時）））

速速速度度度（（（kmhkmhkmh）））

1 L 82.83 : 1 2.9 4.7

2 L 54.52 : 1 4.5 7.2

3 L 31.56 : 1 7.7 12.5

1 H 32.31 : 1 7.6 12.2

2 H 21.27 : 1 11.5 18.5

3 H 12.31 : 1 19.8 31.9

R L 86.94 : 1 2.8 4.5

R H 33.91 : 1 7.1 11.6

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの押押押しししがががけけけややや引引引きききがががけけけをををしししななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。駆駆駆動動動系系系統統統ををを破破破損損損すすするるるおおおそそそ
れれれがががああありりりままますすす。。。

車車車両両両ののの停停停止止止手手手順順順
アクセル・ペダルから足を放し、クラッチ・
ペダルを踏み込んで、ブレーキ・ペダルを踏
み込むと車両は停止します。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順
エンジンを停止させるには、始動キーをOFF 位
置に回し、駐車ブレーキを掛けます。事故防止
のため、キーは抜き取っておく。
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慣慣慣らららししし運運運転転転期期期間間間
以上で、ワークマンを使う準備ができました。
車両の性能を十二分に発揮させ、末永くお使い
いただくために、使用開始後の 100 運転時は
以下の注意を守って運転してください：

• エンジン･オイルなどの液量点検を定期的に
行い、オーバーヒートなどの兆候がないか
日常的に注意を払う。

• エンジンを始動後、ギアを入れる前に15秒
間程度のウォームアップを行う。

• エンジンの空ふかしをしない。

• ブレーキの性能を最大限に発揮させるため
に、実際の使用前にブレーキの「慣らし掛
け」をする。ブレーキの慣らし掛けの方法は
次の通り： フルスピードで走行してブレー
キを掛け、タイヤをロックさせないで急停
車する。これを10回繰り返すが、ブレーキ
がオーバーヒートしないように次の停止ま
で1分間の間隔を空けること。車両に 454
kg を積載しておくと最も効果的である。

• 意識的に速度を変えながら走行する。長
時間のアイドリングはしない。急発進や急
停止をしない。

• エンジン・オイルの初期交換は不要。初期
オイルには通常のエンジン・オイルを使用
している。

• 初期整備については「保守」の章を参照
する。

イイインンンタタタロロロッッッククク･･･シシシススステテテムムムののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

インタロック･システムは、クラッチ・ペダル
が踏まれていない限りエンジンがクランキング
できないようにする安全装置です。

注注注意意意

イイインンンタタタロロロッッッククク・・・スススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりり､､､
こここれれれををを取取取りりり外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり
得得得るるる。。。

••• イイインンンタタタロロロッッッククク・・・スススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななな
いいい。。。

••• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッッククク・・・スススイイイッッッチチチののの動動動作作作
ををを点点点検検検ししし、、、不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換
修修修理理理すすするるる。。。

注注注 アタッチメントのインタロックの点検につ
いては、それぞれのアタッチメントの オペ
レーターズマニュアル を参照してください。

クククラララッッッチチチのののイイインンンタタタロロロッッッククク･･･スススイイイッッッチチチののの点点点検検検手手手順順順

1. 運転席に座り、駐車ブレーキが掛かってい
るのを確認する。シフト・レバーをニュー
トラル位置にする。

注注注 油圧昇降レバーが前位置にロックされ
ているとエンジンを始動することができま
せん。

2. クラッチ・ペダルを踏まずにキーを右に
START位置まで回す。

クランキングする場合はインタロック・
スイッチが故障しているので、運転前に修
理する。

油油油圧圧圧昇昇昇降降降レレレバババーーーのののイイインンンタタタロロロッッッククク･･･スススイイイッッッチチチ
ののの点点点検検検手手手順順順

1. 運転席に座り、駐車ブレーキが掛かってい
るのを確認する。シフト・レバーをニュー
トラル位置にし、油圧昇降レバーが中央位
置になっていることを確認する。

2. クラッチ・ペダルを踏み込む。

3. 油圧昇降レバーを前に動かし、始動キーを
右にSTART位置まで回す。

ク ランキングする場合はインタロック・
スイッチが故障しているので、運転前に修
理する。

運運運転転転ののの特特特性性性
ワークマンは安全を念頭に設計製造されてい
ます。安定性の良い４輪車両です。また、ハ
ンドル、ブレーキ、クラッチ、アクセル、ギ
ア･シフトなども自動車タイプの分かりやすい
運転システムとなっています。しかし、あく
までも作業用車両であり、通常の乗用車とは
違うことを忘れないでください。本機はオフ･
ロードでの使用を前提として製造された作業
用特殊車両です。

警警警告告告

こここののの車車車両両両はははオオオフフフロロローーードドド専専専用用用車車車両両両でででああありりり、、、公公公道道道
ややや高高高速速速道道道路路路ののの走走走行行行ををを前前前提提提とととしししたたた設設設計計計製製製造造造をををおおお
こここなななっっっててておおおりりりままませせせんんん。。。

ワークマンは特殊タイヤを使用し、通常の乗
用車よりもギア比を低く設定し、手動ロック
式のデファレンシャルを採用してパワーを確
保しています。これらの特徴により様々な条
件下で優れた性能を発揮することができます
が、同時に、使い方によっては危険な場合もで
てきます。ワークマンは娯楽用のオフロード
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カーやスポーツ用のバギーではありません；
絶対にスタントカーやオフロード･ラリーのよ
うな使い方をしないでください。ワークマン
は作業車であって、RV 車ではありません。子
供には絶対に運転させないでください。オペ
レータは、少なくとも普通自動車の運転免許取
得者程度の力量は必要です。

乗車時には助手席の人も必ずシートベルトを着
用してください。

初めに、安全な場所を選んで、ワークマンの運
転に十分なれてください。運転装置、特にブ
レーキ、ハンドル、トランスミッションなどに
十分慣れてください。路面の違いによる走行感
覚の違いに対する習熟も必要です。運転操作は
練習すればうまくなるものですから、落ちつい
てリラックスして練習しましょう。緊急の停止
操作はすばやく確実にできるようになってくだ
さい。必要があればトレーニングについて管
理責任者と相談しましょう。

事故は幾つもの要因が複合して発生するもので
す。そして、そのうちの幾つかは運転する人の
注意に係わってきます。例えばスピードの出し
すぎや急ブレーキ、急ハンドルなどは多くの
事故の原因となっています。

もう一つ、事故の原因として見逃すことのでき
ないものは、疲労です。運転中も定期的に休憩
を取ってください。常に十分な注意力と集中力
を発揮できることが非常に重要です。

アルコールや薬物を摂取した状態ではどんな機
械であれ絶対に運転しないでください。医師
の処方薬や市販の風邪薬でも眠気を催すこと
があります。使用している薬の説明書をよく
読み、不明点があれば医師や薬剤師に相談し
てください。

慣れない場所ではスピードを控えめに、が重要
です。ありふれたものが大事故のもとになっ
ています。木の枝、フェンス、針金、他の車
両、切り株、溝、サンドバンカー、小川など
公園やゴルフ場で普通に見かけるものが全て
重大事故の原因になります。

暗くなったら、特に不案内な場所で暗くなっ
たら、運転を控えてください。どうしても暗
い場所で運転しなければならない場合は必ず
ヘッドライトを点灯させ、安全に十分注意して
ください。場合によっては補助ライトを取り
付けてください。

同同同乗乗乗者者者にににつつついいいててて
人を乗せるときは、常にその人の安全が十分確
保されているのを確認してください。運転手以

外の人間には車の動きが予測できにくく、警戒
動作も遅れがちになりますから、速度は控えめ
に、ハンドル操作も控えめにしましょう。

走行中は常時着席し、手足を車両外に出さ
ないことを厳守しましょう。オペレータは、
可能な限り両手でハンドルを握り、助手席
の人は必ず安全手すりを握ってください
（図 27と図 28）。

図図図 272727

1. 助手席用手すり 2. 物入れ

図図図 282828

1. 手すりと腰部ガード

荷台やアタッチメントの上には絶対に人を乗
せないでください。ワークマンの定員は、運
転手と助手の 2 名です； これ以外の人間を
乗せないでください。
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速速速度度度
事故の要因としてもっとも大きなものがスピー
ドです。路面条件を無視して速度を出しすぎる
と車両のコントロールが効かなくなり、事故を
起こします。速度の超過のために小さな事故
が大事故になる例も少なくありません。低速
で立木に衝突しても軽いケガと車両の損傷で
済みますが、高速で激突すれば車両は大破し
死亡事故となります。

スピードの出しすぎは絶対にやめてください。
最適速度が分からなければスローダウン、これ
が鉄則です。

スプレーヤ、トップドレッサ、スプレッダな
どの重いアタッチメント（454 kg以上）を使
用している時は、高速ギア・カット・スイッ
チを低速位置にセットして高速走行ができな
いようにしておきましょう。

旋旋旋回回回操操操作作作
ハンドル操作も事故要因として大きなものの一
つです。急ハンドルはスリップの原因となり
ますし、車両の制御ができなくなって最悪の
場合転倒します。

ぬれている路面、砂地などでの旋回は危険度が
高くなります。速度が速いほど危険が大きくな
りますから、ハンドルを操作する前に十分に減
速するようにしてください。

急旋回をすると内側の後輪が宙に浮く場合が
あります。これは乗用車でも起こる現象で設
計ミスではありません。急旋回中に内側の後
輪が宙に浮くようならスピードの出しすぎで
す。速速速度度度ををを下下下げげげてててくくくだだださささいいい！！！

ブブブレレレーーーキキキ操操操作作作
障害物の近くでは減速すべきです。これによ
り、停止や回避のための余裕が生まれます。万
一実際にぶつかれば、機材を損傷してしまいま
す。 さらにはご自身や周囲の人にけが等を負
わせることにもなりかねません。停止や旋回
は車両総重量と大きな関係があります。積載
重量が大きいときには停止も旋回も難しくな
ります。 積載重量が大きいほど停止に掛かる
時間が長くなります。

荷台を取り付けていない、アタッチメントを取
り付けているなどの場合も、制動特性が変化
します。急ブレーキを掛けると、前輪がロッ
クするよりも先に後輪がロックし、車両が制
御できなくなる危険があります。荷台を取り

付けていない時や、アタッチメントを取り付
けている場合は、通常よりもスピードを落と
すのが賢明です。

ターフも普通の路面も、ぬれているときには非
常に滑りやすくなります。停止距離も乾いてい
るときの2倍から4倍の長さが必要になります。

また深い水溜りに入ってブレーキがぬれると、
乾燥するまでブレーキが利かなくなります。水
溜りを抜けたあとは速度を落としてブレーキテ
ストをしてください。ブレーキが利かなくなっ
ていたら、ブレーキ・ペダルを軽く踏み込んだ
まま、しばらく一速ギアで運転しましょう。こ
うするとブレーキが早く乾きます。

凍結面、ぬれ芝上など滑りやすい路面や下り坂
でシフトダウンによるエンジンブレーキを使用
するとスリップすることがありますから使用し
ないでください。斜面を下り始める前にシフト
ダウンしておくようにしましょう。

転転転倒倒倒にににつつついいいててて
この車両にはROPS、腰部保護バー、シートベル
ト、手すりが装備されています。ROPS（横転保
護バー）は転倒などの際に死亡や重傷などの大
事故を防止する目的で取り付けられるもので
すが、万能ではありません。

ROPS が破損した場合には、補修して再利用な
どせず、交換してください。メーカーの許可な
くROPSを改造することを禁じます。

訓練と自覚による安全運転の徹底以上に効果の
ある事故防止の方法はありません。

ワークマンの運転事故を防止する最も良い方法
は、オペレータに適切なトレーニングを行い、
常に高い安全意識の下に業務を行うことです。
ROPSを使用し、シートベルトを着用し、以下の
注意を守れば、万一横転した時にも事故を最小
限にすることができるでしょう。
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斜斜斜面面面

警警警告告告

斜斜斜面面面でででののの転転転倒倒倒事事事故故故ははは重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ににに直直直結結結すすす
るるる。。。

••• 急急急斜斜斜面面面ににに乗乗乗りりり入入入れれれななないいいこここととと。。。

••• 坂坂坂ををを登登登りりりきききれれれななないいい時時時ははは絶絶絶対対対にににＵＵＵタタターーーンンンししし
よよようううとととしししななないいい。。。

••• シシシフフフトトトををを「「「後後後退退退」」」ににに切切切りりり換換換えええ、、、必必必ずずずバババッッッククク
でででゆゆゆっっっくくくりりりまままっっっすすすぐぐぐににに坂坂坂ををを下下下りりりるるるこここととと。。。

••• ブブブレレレーーーキキキだだだけけけににに頼頼頼っっってててニニニュュューーートトトラララルルルギギギアアアででで
坂坂坂ををを下下下りりりてててはははいいいけけけななないいい。。。

••• 斜斜斜面面面ををを横横横切切切っっっててて運運運転転転しししななないいいこここととと。。。斜斜斜面面面ににに対対対
しししてててまままっっっすすすぐぐぐ登登登りりり下下下りりりすすするるる。。。

••• 斜斜斜面面面でででののの旋旋旋回回回ははは避避避けけけてててくくくだだださささいいい。。。

••• 下下下りりり坂坂坂ででで急急急にににクククラララッッッチチチペペペダダダルルルやややブブブレレレーーーキキキペペペ
ダダダルルルををを踏踏踏んんんででではははななならららななないいい。。。速速速度度度ののの急急急ななな変変変化化化
ははは転転転倒倒倒なななどどどににに結結結びびびつつつきききやややすすすいいい。。。

斜面での運転には十二分の注意が必要です。
急な坂を無理に登らないでください。下り坂で
は平地に比べて停止に長い距離が必要になりま
す。斜面での旋回は平地よりもずっと危険が大
きくなります。特に下り斜面でブレーキを掛け
ながらの旋回と、斜面を横切りながら山側にハ
ンドルを切るのは非常に危険です。低速でも、
荷物を積まない状態でも転倒に至る場合があり
ますから、十分に注意してください。

斜面に入る前にシフトダウンを済ませてくださ
い。斜面でどうしても旋回しなければいけない
ときは、十分に減速し、慎重に操作してくだ
さい。斜面では絶対に急旋回や小さなターン
をしないでください。

急斜面を登坂中に登り切れなくなって立往生し
たら、すぐにブレーキを掛け、シフトをニュー
トラル位置にしてエンジンを再始動し、ギアを
バックに入れてください。エンジンはアイド
リングで、エンジンブレーキを十分利用して
バックで坂を下りてください。

斜面で運転する時や重心の高いものを積んで走
る時には重量をなるべく軽くし、速度を落とし
て運転してください。 荷崩れを起こすと危険
です； しっかり固定してください。

注注注 この車両は非常に優れた登坂能力がありま
す。デファレンシャル･ロックにより、さら
に安定した登坂力を発揮します。また、以下
のような方法によっても登坂力を向上させる
ことができます：

• 荷台にウェイトを搭載し、しっかりと固
定する。

• 後輪にウエイトを装着する。

• 後輪にバラスト（塩化カルシウム）を注
入する。

• 助手席に人を乗せない。

積積積荷荷荷ののの安安安全全全ななな積積積みみみ下下下ろろろししし
乗員や積荷の重量や積載方法によって車両の
重心は変化し、それによって運転感覚も変わ
ります。 暴走して人身事故を起こすといっ
た悲劇を防止するために、以下の注意をお守
りください。

車両ラベルに記載された限度を超えて荷物を
積まないでください。

警警警告告告

ダダダンンンプププ･･･レレレバババーーーををを下下下げげげるるるととと、、、エエエンンンジジジンンン停停停止止止中中中ででで
ももも荷荷荷台台台ははは降降降下下下すすするるる。。。エエエンンンジジジンンンををを切切切っっってててももも降降降下下下
動動動作作作ははは 止止止まままらららななないいい。。。荷荷荷台台台ををを上上上昇昇昇位位位置置置ににに保保保持持持ししし
ててておおおくくくととときききははは、、、万万万一一一のののここことととををを考考考えええててて、、、必必必ずずず安安安
全全全サササポポポーーートトトでででシシシリリリンンンダダダををを支支支えええててておおおくくくこここととと。。。

ワークマンでは、荷台やアタッチメントを色々
に組み合わせて取り付けることができます。組
み合わせによって積載量や用途もいろいろに変
わります。フルサイズの荷台は幅140 cm×長さ
165 cmで、荷が均一になるようにすれば1360
kgまで積載可能です。

積載方法に注意してください。砂などは広く、
重心がなるべく低くなるように積んでくださ
い。その他の資材、たとえばブロック、肥料、
材木などは高く積み上げることができますが
危険もあります。

貨物の高さと重量は、転倒事故と大きなつな
がりがあります。高く積むほど転倒しやすく
なります。 1360 kg の重量でも高く積めば
危険な場合があります。危険を減らす方法の
一つは車両総重量を減らすことです。また、
荷物を出来るだけ低く、均一に積むのも安全
性を高める方法です。

荷物が左右に偏っていると、偏っている側に旋
回した時に転倒する危険が高くなります。特
に、偏っている側を外側として旋回する時に危
険が大きくなります。

後車軸よりも後ろに非常に重いものを積まない
でください。そのような積み方をすると前輪に
掛かる荷重が小さくなり、ハンドルの効きが悪
くなります。極端な場合は登り斜面や段差の乗
り越え時や法面を登る時に前輪が浮いてしまい
ます。こうなると、ハンドル操作が不能にな
り、それが転倒などに結びつきます。
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貨貨貨物物物ははは前前前後後後ののの車車車軸軸軸ののの中中中間間間部部部ににに、、、出出出来来来るるるだだだけけけ均均均等等等
ににに、、、荷荷荷台台台ののの幅幅幅ををを十十十分分分使使使っっっててて積積積むむむのののががが原原原則則則ででですすす。。。

固定できない荷物や液剤タンクを積んでいる場
合はそれらが動いて重心が変化します。 特に
旋回中、斜面走行中や速度を急に変化させた
時、凹凸のある場所を走行している時には、こ
の現象が起こりやすくなります。重心の急変は
転倒につながります。積荷は必ず固定してくだ
さい。 車体が傾いた状態のときに、絶対にダ
ンプ操作を行わないでください。

重い物を積んでいる時は停止距離が長くな
り、安全旋回半径は大きくなりますので注意
が必要です。

荷台は荷物専用のスペースです。人を乗せない
でください。

デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルル･･･ロロロッッックククののの使使使用用用
デファレンシャル･ロックは、後輪のデファレ
ンシャル･ギアをロックすることによって走行
力を高めるものです。ぬれた芝面などの滑り
やすい場所で重量物を運ぶ時や、斜面を登る
時、砂地を走行する時などにデファレンシャ
ル・ロックが威力を発揮します。しかし、こ
の機能はあくまでも限られた状況で一時的に
使用するための機能です。既にお話した斜面
での安全上の注意や重い荷物を運搬する時の
注意を怠ってはいけません。

デファレンシャル･ロックを掛けると左右の後
輪が同じ速度で回転するようになります。従っ
て、小回り機能が若干制限されるようになり、
旋回時に芝を削る場合もでてきます。デファレ
ンシャル・ロックは必要な時に限って使用する
ようにし、ローギア又はセカンドギアで、速度
を落として使用してください。

警警警告告告

斜斜斜面面面でででののの転転転倒倒倒事事事故故故ははは重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ににに直直直結結結すすす
るるる。。。

••• デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルル･･･ロロロッッックククををを使使使用用用すすするるるととと、、、牽牽牽
引引引力力力がががアアアッッップププすすするるるががが、、、同同同時時時ににに、、、旋旋旋回回回がががでででききき
ななないいいほほほどどど急急急ななな斜斜斜面面面なななどどどにににももも登登登れれれるるるよよようううにににななな
るるるなななどどど、、、潜潜潜在在在的的的ななな危危危険険険性性性ももも大大大きききくくくなななるるる。。。デデデ
フフファァァレレレンンンシシシャャャルルル･･･ロロロッッックククををを使使使用用用すすするるる時時時、、、特特特ににに
急急急ななな斜斜斜面面面でででははは十十十二二二分分分ののの注注注意意意ををを払払払うううこここととと

••• デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルル･･･ロロロッッックククををを使使使用用用中中中ににに高高高速速速ででで
旋旋旋回回回ををを行行行っっっててて内内内側側側ののの後後後輪輪輪ががが宙宙宙ににに浮浮浮くくくととと車車車両両両
ののの制制制御御御がががででできききなななくくくなななりりり横横横滑滑滑りりりををを起起起こここすすすこここととと
がががあああるるる。。。デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルル･･･ロロロッッックククははは低低低速速速ででで
のののみみみ使使使用用用すすするるるこここととと。。。

444輪輪輪駆駆駆動動動（（（444輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデルルルのののみみみ）））
ワークマンでは自動オンディマンド 4 輪駆動
システムを採用しており、四駆への切り替え操
作を行なう必要がありません。通常は前輪に駆
動力を伝達しない 2 輪駆動で走行しています
が、後輪がスリップを始めて走行力が下がる
と、双方向オーバーランニングクラッチがこ
のスリップ状態を感知し、自動的に前輪にク
ラッチを接続して 4 輪駆動に変わり、前輪に
も駆動力を供給します。このようにして四駆に
切り替わると、こんどは後輪がスリップせず
に走行し始めるまで、前輪に駆動力を供給し
続けます。後輪だけで走行できるようになる
と、再び 2 輪駆動に復帰しますが、2 駆の時
と 4 駆の時でハンドリング感覚が若干変わり
ますから注意してください。自動 4 駆システ
ムはバック時にも有効に働きますが、バックの
場合、前進時に比べて 4 駆への切り替わりが
ほんのわずか遅くなります。

警警警告告告

斜斜斜面面面でででののの転転転倒倒倒事事事故故故ははは重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ににに直直直結結結すすす
るるる。。。

４４４輪輪輪駆駆駆動動動車車車でででははは牽牽牽引引引力力力 がががアアアッッップププすすするるるががが、、、同同同時時時
ににに、、、旋旋旋回回回がががででできききななないいいほほほどどど急急急 ななな斜斜斜面面面なななどどどにににももも登登登
れれれるるるよよようううににになななるるるなななどどど、、、潜潜潜在在在的的的ななな 危危危険険険性性性ももも大大大ききき
くくくなななるるる。。。４４４輪輪輪 駆駆駆動動動車車車ををを運運運転転転すすするるる時時時にににははは、、、急急急ななな
斜斜斜面面面ででで無無無理理理をををしししななな いいいよよよううう特特特ににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

長長長距距距離離離ををを移移移送送送すすするるる場場場合合合
長距離を運ぶ場合にはトレーラを使用してくだ
さい。必ず確実に固定して輸送してください。
ロープがけのポイントについては 図 29 と
図 30 を参照してください。

重重重要要要 重重重量量量ががが680680680 kgkgkgををを超超超えええるるるトトトレレレーーーラララののの場場場合合合
ははは、、、トトトレレレーーーラララにににトトトレレレーーーラララ用用用ブブブレレレーーーキキキががが装装装備備備さささ
れれれててていいいるるる必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

注注注 トレーラに載せる場合は車両を前進方向に
向けて積み込んでください。前向きに載せられ
ない場合、搬送中にフードが外れる危険があり
ますので、ワークマンのフードをロープなどで
フレームにしっかりと固定するか、フードを外
して別送するかしてください。
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図図図 292929

1. フレームのロープ穴（各側）

図図図 303030

1. アクスル（車軸） 2. ヒッチ･プレート

車車車両両両ををを牽牽牽引引引すすするるる場場場合合合
緊急時には、短距離に限り、本機を牽引して
移動することができます。 ただし、 Toro で
は、通常の移動にはこの方法を使わないようお
願いしています。

警警警告告告

牽牽牽引引引時時時ののの速速速度度度ががが速速速すすすぎぎぎるるるととと、、、ハハハンンンドドドルルル操操操作作作がががででで
きききなななくくくなななるるる危危危険険険がががあああるるる。。。牽牽牽引引引速速速度度度ははは時時時速速速 8km/h8km/h8km/h
以以以下下下ををを厳厳厳守守守すすするるるこここととと。。。

牽引作業は二人で行います。 牽引用ロープ
はワークマン前部のロープ穴に固定します。
シフト・レバーをニュートラルに入れ、駐車
ブレーキを解除してください。長い距離を移
動しなければならない場合にはトレーラなど
を使用してください。

注注注 パパパワワワーーーススステテテアアアリリリンンングググががが効効効きききままませせせんんんのののでででハハハンンン
ドドドルルル操操操作作作ははは重重重くくくなななりりりままますすす。。。

車車車両両両でででトトトレレレーーーラララををを牽牽牽引引引すすするるる場場場合合合
ワークマンは自重よりも大きな車両やアタッチ
メントを牽引することができます。

牽引を行う場合、牽引物によって数種類のヒッ
チを使い分けることができます。 くわしくは
Toro 正規代理店にご相談 ください。

リア･アクスル･チューブに付いているヒッチ･
プレートを使用する場合、トレーラ（またはア
タッチメント）の総重量1587 kg（3500 lb.）
までを牽引することができます。必ず積載重量
の60％をトレーラの前側に振り分けてくださ
い。 これにより、ヒッチ･プレートに掛かる
負荷がトレーラの総重量（グロス）の約10％
（最大 272 kg）となります。

最大牽引総重量が 680 kg を超える場合は必ず
トレーラ用ブレーキが必要です。

トレーラ（やアタッチメント）自体もワーク
マンも過積載にならないように注意してくだ
さい。 過積載では車両の性能が十分発揮で
きないばかりか、ブレーキ、車軸、トランス
アクスル、モータ、ハンドル機構、サスペン
ション、ボディー構造、タイヤ等を破損する
場合もあります。

重重重要要要 駆駆駆動動動系系系統統統ののの保保保護護護のののたたためめめロロローーー・・・レレレンンンジジジででで運運運
転転転しししてててくくくだだださささいいい。。。

第五ホイール式のアタッチメント（フェアウェ
イ･エアレータなど）では、必ずホイリー･バー
（第五ホイール･キットに付属）を取り付け、
トレーラ側が急停止した場合でも前輪が浮い
てしまわないようにします。

油油油圧圧圧装装装置置置
エンジン回転中は常に油圧制御機能によって
ポンプから油圧パワーが供給されています。
油圧パワーは車両後部のクイックカップラか
ら取り出すことができます。

重重重要要要 ひひひとととつつつのののアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを複複複数数数ののの車車車両両両ででで
共共共用用用しししててていいいるるる場場場合合合、、、トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンン・・・オオオ
イイイルルルののの相相相互互互汚汚汚染染染ががが生生生じじじるるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。
そそそののの場場場合合合はははトトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンン・・・オオオイイイルルルをををよよよ
りりりひひひんんんぱぱぱんんんににに交交交換換換すすするるるよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

コココンンントトトロロローーールルル･･･レレレバババーーーののの位位位置置置
• OFF 位置

使用していない時の通常位置です。コント
ロール･バルブのワーク･ポートは閉じてお
り、負荷はすべて（両方向とも）チェック
バルブが受けます。

33



• 上昇（クイック･カップラ「A」位置）

荷台を上げたりリア･ヒッチを上昇させた
りする位置で、クイック･カップラ「A」に
油圧が掛かります。この位置は連続して使
用する位置ではなく、レバーから手を離す
とOFFに戻ります。

図図図 313131

1. クイック･カップラ「A」位置 2. クイック･カップラ「B」位置

• 下降（クイックカップラ「B」位置）

荷台を下げたり、リア･ヒッチを下げたり
する位置で、クイック･カップラ「B」に油
圧が掛かります：また、クイック・カップ
ラ「A」からの戻りオイルはバルブに戻っ
た後にオイル溜めに戻ります。この位置は
連続して使用する位置ではなく、レバーか
ら手を離すとOFFに戻ります。また、この
位置で一時的にレバーを保持し、その後に
手を離すとクイック･カップラ「B」にオイ
ルが流れて、リア･ヒッチに下向きの押圧
が掛かります。手を離してもヒッチへの押
圧が保持されます。

重重重要要要 油油油圧圧圧シシシリリリンンンダダダををを取取取りりり付付付けけけたたた状状状態態態でででレレレ
バババーーーををを「「「下下下降降降」」」位位位置置置ににに保保保持持持すすするるるととと、、、オオオイイイルルル
がががリリリリリリーーーフフフ･･･バババルルルブブブへへへ抜抜抜けけけ、、、油油油圧圧圧シシシススステテテムムムががが
損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

• ON 位置

下降（クイックカップラ「B」位置）と似て
いますが、レバー位置が固定される点が異
なります。これにより、油圧モータを使用
する機器に連続的にオイルを送ることがで
きます。この位置は油圧モータを使用する
機器のための専用の操作位置です。

重重重要要要 アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを何何何ももも取取取りりり付付付けけけなななかかかっっっ
たたたりりり油油油圧圧圧シシシリリリンンンダダダををを取取取りりり付付付けけけたたたりりりしししてててONONON 位位位
置置置ををを使使使用用用すすするるるとととオオオイイイルルルがががリリリリリリーーーフフフ･･･バババルルルブブブ

へへへ抜抜抜けけけ、、、油油油圧圧圧シシシススステテテムムムががが損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性ががが
ああありりりままますすす。。。こここののの位位位置置置ははは、、、モモモーーータタタををを取取取りりり付付付けけけ
ててて使使使用用用すすするるるかかか、、、ごごごくくく短短短時時時間間間ののの使使使用用用にににとととどどど
めめめてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトののの取取取りりり付付付けけけががが終終終了了了しししたたた
ららら、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの油油油量量量点点点検検検ををを行行行っっってててくくくだだだ
さささいいい。。。次次次にににアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトののの作作作動動動ををを点点点検検検
ししし、、、ON/OFFON/OFFON/OFF 操操操作作作ををを数数数回回回行行行っっっててて内内内部部部のののエエエアアア
をををパパパーーージジジしししててて、、、そそそののの後後後にににもももううう一一一度度度油油油量量量ののの点点点
検検検ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトのののシシシ
リリリンンンダダダののの動動動作作作位位位置置置ににによよよりりり油油油量量量ははは若若若干干干変変変化化化ししし
ままますすす。。。オオオイイイルルル不不不足足足ででで運運運転転転すすするるるととと、、、ポポポンンンプププややや
リリリモモモーーートトト油油油圧圧圧シシシススステテテムムム、、、パパパワワワススステテテ、、、トトトララランンン
スススアアアクククスススルルルなななどどどををを損損損傷傷傷しししままますすすかかかららら十十十分分分注注注意意意
しししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注意意意

高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身
体体体ににに重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここしししままますすす。。。油油油圧圧圧ククク
イイイッッックククカカカッッップププラララ ののの接接接続続続ややや取取取りりり外外外しししははは、、、安安安
全全全ををを十十十分分分ににに確確確認認認しししててて行行行うううこここととと。。。 必必必ずずずエエエンンン
ジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、アアア
タタタッッッチチチメメメンンントトトををを降降降下下下さささせせせ、、、リリリモモモーーートトト油油油圧圧圧ををを
フフフロロローーートトト位位位置置置にににセセセッッットトトししし、、、油油油圧圧圧回回回路路路内内内部部部ののの
圧圧圧力力力ををを完完完全全全ににに解解解放放放しししてててかかかららら着着着脱脱脱作作作業業業ににに掛掛掛かかか
るるるよよようううにににすすするるる。。。

クククイイイッッッククク・・・カカカッッップププラララのののつつつなななぎぎぎ方方方

重重重要要要 クククイイイッッッククク･･･カカカッッップププラララががが汚汚汚れれれててていいいななないいいのののををを確確確
認認認しししままますすす。。。カカカッッップププラララががが汚汚汚れれれててていいいるるるととと油油油圧圧圧シシシススステテテ
ムムム全全全体体体ががが汚汚汚染染染ささされれれままますすすのののででで注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. カップラについているロッキング・リング
を後ろに引きます。

2. カチッと音がするまでカップラにホース
ニップルを差し込みます。

注注注 外部装置をクイック･カップラに接続する場
合には、その装置のどちら側から油圧をかけ
ることが必要なのかを確認し、そちらの側を
カップラB に接続します； クイック･カップラ
B は、レバーを前に倒した時と ON 位置に固定
したときに油圧が掛かる側です。

クククイイイッッッククク・・・カカカッッップププラララののの外外外ししし方方方

注注注 アタッチメントとエンジンを停止させた状
態で、油圧昇降レバーを数回前後に動かし、
内部の圧力を解放するとクイック･カップラが
外しやすくなります。

1. カップラについているロッキング・リング
を後ろに引きます。

2. カップラからホースをゆっくり引き抜き
ます。

34



重重重要要要 カカカッッップププラララををを使使使用用用しししててていいいななないいい時時時ははは、、、カカカッッッ
プププラララにににプププラララグググとととカカカバババーーーををを取取取りりり付付付けけけててておおおいいいててて
くくくだだださささいいい。。。

油油油圧圧圧装装装置置置ののの故故故障障障探探探究究究

• クイック･カップラがつながらない。

油圧が解放されていない（クイック･カップ
ラに油圧がかかっている）。

• パワーステアリングが重い

– 油圧オイルの量が不足している

– 油圧オイルが高温になっている

– ポンプが作動していない

• 油圧オイルが漏れる。

– フィッティングがゆるい

– フィッティングのO リングが無くなっ
ている

• アタッチメントが作動しない

– カップラの接続が完全でない

– カップラの接続が逆になっている

• キーキーというノイズが出る

– リモート･バルブが ON 位置になっていて
リリーフ･バルブにオイルが回っている

– ベルトがゆるんでいる

• 始動できない。

油圧レバーが前位置にロックされている
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保保保守守守

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 2 時間 • 前輪と後輪のホイール・ナットをトルク締めする。

使用開始後最初の 8 時間 • オルタネータ・ベルトの状態と張りを点検する。

使用開始後最初の 10 時間

• 前輪と後輪のホイール・ナットをトルク締めする。
• シフト・ケーブルの調整状態を点検する。
• 駐車ブレーキの調整状態を点検する。
• 油圧フィルタを交換する。
• ハイ・フロー油圧オイルのフィルタを交換する（TC モデルのみ）。

使用開始後最初の 50 時間
• エンジン・オイルとフィルタの交換を行う。
• エンジン・バルブのクリアランスを調整する。

使用するごとまたは毎日

• オイルの量を点検する。
• 冷却液の量を点検する。
• トランスアクスル/油圧オイルの量を点検する。
• ハイ・フロー油圧オイルの量を点検する（TC モデルのみ）。
• タイヤ空気圧を点検する。
• ブレーキ･オイルの量を点検する。
• インタロック・システムの動作を点検する。
• 水セパレータの水抜きと異物の除去。
• エンジン部とラジエターを清掃する。 （ほこりの多い環境で使用している場合はよ
り頻繁な清掃が必要。）

50運転時間ごと
• バッテリー液の量を点検する。 （格納中は30日ごとに）
• バッテリー･ケーブルの接続状態を点検する。

100運転時間ごと

• フロント・デファレンシャルのオイルの量を点検する（4輪駆動モデルのみ）。
• 全てのベアリングとブッシュのグリスアップ。 （過酷な条件で使用している場合はよ
り頻繁な潤滑が必要）

• タイヤの状態を点検する。

150運転時間ごと • エンジン・オイルとフィルタの交換を行う。

200運転時間ごと

• 前輪と後輪のホイール・ナットをトルク締めする
• エア・クリーナのフィルタを交換する。 （ちりやほこりの多い環境で使用している場
合はより頻繁に）

• 風速安定ボックスに割れや穴、接続部のゆるみがないか点検する。
• シフト・ケーブルの調整状態を点検する。
• ハイ・ロー・ケーブルの調整状態を点検する。
• デファレンシャル・ロック・ケーブルの調整状態を点検する。
• 駐車ブレーキの調整状態を点検する。
• ブレーキ・ペダルの調整状態を点検する。
• オルタネータ・ベルトの状態と張りを点検する。
• クラッチ・ペダルの調整状態を点検する。
• 通常ブレーキと駐車ブレーキを点検する。

400運転時間ごと

• 燃料ラインと接続を点検する。
• 燃料フィルタのキャニスタは所定時期に交換してください。
• 前輪の整列を点検する。
• ブレーキ・シューが磨耗していないかブレーキを目視点検する。

600運転時間ごと • エンジン・バルブのクリアランスを調整する。
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整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

800運転時間ごと

• フロント・デファレンシャルのオイルを交換する。
• 油圧オイルを交換しストレーナを清掃する。
• 油圧フィルタを交換する。
• ハイ・フロー油圧オイルとフィルタを交換する（TC モデルのみ）。

1000運転時間ごと
• ブレーキ・オイルを交換する。
• 燃料タンクの内部を清掃する。
• 冷却系統の内部を洗浄し新しい冷却液に交換する。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

危危危険険険

許許許可可可ををを受受受けけけたたた有有有資資資格格格者者者以以以外外外にににははは保保保守守守、、、修修修理理理、、、調調調整整整、、、点点点検検検なななどどどののの作作作業業業をををさささせせせななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

作作作業業業場場場にににははは危危危険険険物物物ををを置置置かかかぬぬぬよよようううにににししし、、、まままたたた、、、防防防火火火機機機 器器器ををを備備備えええるるるこここととと。。。 燃燃燃料料料やややバババッッッテテテリリリーーー液液液、、、オオオ
イイイルルルなななどどどののの点点点検検検ににに裸裸裸火火火ををを使使使用用用しししななないいいこここととと。。。ガガガソソソリリリンンンややや溶溶溶剤剤剤ををを使使使っっってててパパパーーーツツツ（（（部部部品品品）））ををを洗洗洗浄浄浄すすするるる
時時時にににははは必必必ずずず密密密閉閉閉型型型ののの洗洗洗浄浄浄容容容器器器ををを使使使うううこここととと。。。

注注注意意意

始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険
ででであああるるる。。。

整整整備備備作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずキキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。

定定定期期期整整整備備備ススステテテッッッカカカーーー

図図図 323232
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悪悪悪条条条件件件下下下でででののの使使使用用用
重重重要要要 以以以下下下のののよよようううななな条条条件件件ででで使使使用用用すすするるる場場場合合合にににははは、、、保保保守守守間間間隔隔隔ををを通通通常常常ののの半半半分分分ににに短短短縮縮縮ししし、、、よよよりりり頻頻頻繁繁繁ななな整整整備備備
ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい：：：

• 砂漠、荒れ地での作業

• 酷寒地（気温10℃以下）での作業

• トレーラ作業

• 非常にホコリの多い条件下での頻繁な使用

• 建設現場での使用

• 泥、砂、水などの悪条件下で長時間使用した場合は、直後にブレーキの洗浄と点検を行う。 こ
れにより無用な摩耗を防止することができる。

整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業
整備作業の多くは、荷台の昇降作業を伴いま
す。万一の人身事故を未然に防止するため、必
ず以下の注意を厳守してください。

警警警告告告

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止
ししし、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここ
ととと。。。荷荷荷台台台ののの下下下ででで作作作業業業すすするるるととときききははは荷荷荷台台台もももアアアタタタッッッ
チチチメメメンンントトトももも空空空にににすすするるる。。。まままたたた、、、必必必ずずず油油油圧圧圧シシシリリリンンン
ダダダををを一一一杯杯杯ににに伸伸伸ばばばししし、、、安安安全全全サササポポポーーートトトででで固固固定定定しししててて
おおおくくくこここととと。。。

安安安全全全サササポポポーーートトトののの使使使いいい方方方
重重重要要要 サササポポポーーートトトののの取取取りりり付付付けけけ･･･取取取りりり外外外しししははは必必必ずずず荷荷荷
台台台外外外側側側かかかららら行行行ううう。。。

1. 荷台を上げ、シリンダが完全に伸びたのを
確認する。

2. ROPS パネルの後ろについている保管用ブラ
ケットから荷台サポート（安全サポート）を
取り外す（図 33）。

図図図 333333

1. 安全サポート

3. サポートをシリンダ･ロッドにはめ込み、サ
ポートの端部でシリンダ･バレルの端とシリ
ンダ・ロッドの端を確実に支える（図 34）。

図図図 343434

1. 安全サポート 3. 荷台

2. シリンダ･バレル

4. タンクを上げての作業が終了したら、安全
サポートを取り外して元の位置（ROPS パネ
ル後ろ保管用ブラケット）に収納する。

注注注意意意

安安安全全全サササポポポーーートトトをををシシシリリリンンンダダダににに取取取りりり付付付けけけたたたまままままま
ででで荷荷荷台台台ををを下下下げげげよよようううとととしししななないいいこここととと。。。

フフフルルルサササイイイズズズ荷荷荷台台台ののの取取取外外外ししし
1. エンジンを掛ける。油圧昇降レバーで荷台

を降下させ、スロットの中でシリンダが遊
んでいる状態にする。昇降レバーから手を
離し、エンジンを停止する。

2. シリンダの外側端部からリンチピンを外す
(図 35)。

38



図図図 353535

1. 荷台取り付けプレート 4. リンチ・ピン

2. シリンダ･ロッドの端部 5. 後ろのスロット（フルサイズ
荷台用）

3. クレビス・ピン 6. 前のスロット（2/3 荷台用）

3. シリンダロッドの端部を荷台取り付けプレー
トのスロットに固定しているクレビスピン
を外す(図 35).

4. ピボット・ブラケットをフレームに固定
しているリンチピンとクレビスピンを外す
(図 35)。

5. 荷台を外す。

注注注意意意

フフフルルルサササイイイズズズ荷荷荷台台台ははは約約約147.5147.5147.5 kgkgkg ののの重重重量量量がががあああ
りりり、、、一一一人人人ででで作作作業業業すすするるるここことととははは不不不可可可能能能。。。必必必ずずず 222
人人人まままたたたははは 333 人人人ででで行行行なななうううかかか、、、ホホホイイイススストトトををを使使使
うううこここととと。。。

6. シリンダを格納用クリップで固定する。 油
圧昇降レバーを誤って操作しないように、
ロックしておく。

フフフルルルサササイイイズズズ荷荷荷台台台ののの取取取付付付けけけ
注注注 荷台に側板を取り付ける場合は、先に側板
を取り付けてから荷台を車両に取り付けると作
業が楽です。

注注注 後部のピボット・プレートは下端を後部に向
けて荷台フレーム（チャネル鋼材）にボルトで
固定されています（図 36）。

図図図 363636

1. 荷台の左後ろ角 4. クレビス・ピン

2. 車体フレーム（チャネル鋼
材）

5. リンチ・ピン

3. ピボット・プレート

注注注意意意

フフフルルルサササイイイズズズ荷荷荷台台台ははは約約約147.5147.5147.5 kgkgkg ののの重重重量量量がががああありりり、、、
一一一人人人ででで作作作業業業すすするるるここことととははは不不不可可可能能能。。。必必必ずずず 222 人人人まままたたた
ははは 333 人人人ででで行行行なななうううかかか、、、ホホホイイイススストトトををを使使使うううこここととと。。。

注注注 スペーサ・ブラケットとウェア・ブロック
（図 37）はキャリッジ・ボルトで固定します
が、このボルトは必ず頭を機械内側に向けて
ください。

図図図 373737

1. スペーサ・ブラケット 3. キャリッジ・ボルト

2. ウェア・ブロック

1. シリンダが完全に縮んだのを確認する。
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2. 荷台を慎重に車両フレームの上に載せる；
後部にある荷台のピボット・プレートの穴と
リア・フレーム（チャネル鋼材）の穴を揃
えて、クレビス・ピンとリンチ・ピン（各2
個）を取り付ける（図 37）。

3. 荷台を下げた状態のまま、各シリンダ・ロッ
ド端部を荷台取り付けプレートのスロットに
固定する； クレビス・ピンとリンチ・ピン
を使用。クレビス・ピンは荷台の外側から差
し込み、リンチ・ピンが荷台の外側に向いて
いるようにする（図 37)。後ろ側のスロット
はフルサイズ荷台の取付け用で、前側のス
ロットは2/3荷台の取付け用。

注注注 エンジンを掛けてシリンダを伸縮させな
いと穴の位置が揃わないことがあります。
指指指をををはははさささまままななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい！！！

注注注 使っていない穴をボルトとナットでふ
さいでおくと、組立て時の間違いを防ぐこ
とができます。

4. エンジンを掛け、油圧昇降レバーを操作し
て荷台を上げる。昇降レバーから手を離し、
エンジンを停止する。荷台の安全サポート
を取り付けて、誤って荷台が下がってこな
いようにしておく。「安全サポートの使い
方」を参照。

5. クレビス・ピンの内側の端部にリンチ・ピ
ンを取り付ける。

注注注 荷台にテールゲート自動開放装置を搭載
している場合は、必ずリンチ・ピンを取り付
ける前に、フロント・ダンプ・リンク・ロッ
ドが左側のクレビス・ピンの内側にきてい
ることを確認してください。

ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププ

危危危険険険

ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププささされれれててていいいるるる車車車体体体ははは不不不安安安定定定ででであああ
りりり、、、外外外れれれるるるととと下下下にににいいいるるる人人人間間間ににに怪怪怪我我我ををを負負負わわわせせせるるる
危危危険険険ががが高高高いいい。。。

••• ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたた状状状態態態でででははは車車車両両両ををを始始始動動動ししし
ななないいい。。。

••• 車車車両両両かかかららら降降降りりりるるる時時時ははは必必必ずずずスススイイイッッッチチチかかからららキキキーーー
ををを抜抜抜いいいててておおおくくく。。。

••• ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたた車車車両両両にににははは輪輪輪止止止めめめををを掛掛掛けけけ
るるる。。。

• ジャッキアップした状態でエンジンを始動
してはならない；エンジンの振動や車輪の回

転によって車体がジャッキから外れる危険
がある。

• ジャッキアップした車体の下で作業すると
きは、必ずスタンドで車体を支えておくこ
と。万一ジャッキが外れると、下にいる人間
に怪我を負わせる危険が高い。

• 車両前部をジャッキアップする時は必ず
5×10 cm 程度の木片等をジャッキとフレー
ムの間にかませる。

• 車両前部のジャッキ･ポイントは前中央のフ
レーム･サポート（図 38）、後部のジャッ
キ･ポイントはアクスル下（図 39）にある。

図図図 383838

1. 車体前部のジャッキアップ・ポイント

図図図 393939

1. 車体後部のジャッキアップ・ポイント

フフフーーードドドののの外外外しししかかかたたた
1. ヘッドライトの開口部でフードをつかみ、

フードを持ち上げて、下側の取り付けタブを
フレームの穴から外す（図 40）。
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図図図 404040

1. フード

2. フードの下側を手前に持ち上げてから下に
引っ張り、上側の取り付けタブをフレームの
穴から外す（図 40）。

3. フードの上側を手前に倒し、ヘッドライト
からワイヤ・コネクタを抜く（図 40）。

4. フードを外す。

フードの取り付け方法は以下の通りです：

1. ライトを接続する。

2. 上側の取り付けタブをフレームの穴に差し
込む。

3. 下側の取り付けタブをフレームの穴に差し
込む。

4. フードが上下左右の溝にしっかりはまって
いることを確認する。

潤潤潤滑滑滑

ベベベアアアリリリンンングググとととブブブッッッシシシュュュのののグググリリリスススアアアッッッ
プププ
整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと （過酷な条件で使

用している場合はより頻繁な潤
滑が必要）

定期的に、全部のベアリングとブッシュにNo.2
汎用リチウム系グリスを注入します。

グリスアップ箇所は以下の通りです：

• ボール・ジョイント（4）、タイ・ロッド
（2）、ピボット・マウント（2）、ステア
リング・シリンダ（2）（図 41）

• スプリング・タワー（2）（図 42）

• クラッチ（1）、アクセル（1）、ブレーキ
（1）（図 43）

• アクセルのアーム（1）（図 44）

• Uジョイント（18）、4輪駆動シャフト（3）
（図 45）

重重重要要要 ドドドララライイイブブブ･･･シシシャャャフフフトトトとととユユユニニニバババーーーサササルルル･･･シシシャャャ
フフフトトト･･･ベベベアアアリリリンンングググのののクククロロロススス部部部分分分でででははは、、、４４４つつつののの
カカカッッップププ全全全部部部かかからららグググリリリスススがががはははみみみ出出出てててくくくるるるまままでででグググリリリ
スススををを入入入れれれてててくくくだだださささいいい。。。

1. 異物を押し込んでしまわないよう、各グリ
スニップルをきれいに拭く｡

2. グリス・ガンでグリスを注入する。

3. はみ出したグリスはふき取る。

図図図 414141
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図図図 424242

図図図 434343

図図図 444444
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図図図 454545
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエアアア･･･クククリリリーーーナナナののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 200運転時間ごと—エア・クリーナの

フィルタを交換する。 （ちり
やほこりの多い環境で使用して
いる場合はより頻繁に）

定期的にエア・クリーナとホース･アセンブリ
を点検し、エンジンの保護と寿命の安定をは
かってください。エア･クリーナ本体にリーク
原因となりそうな傷がないか点検してくださ
い。ボディーが破損している場合は交換して
ください。

エア・クリーナのフィルタの点検・交換は以
下の要領で行います：

1. ラッチを引いて外し、カバーを左にひねっ
てボディーからはずす。

図図図 464646

1. エア・クリーナのカバー 2. フィルタ

2. フィルタを外す前に、低圧のエア（2.8
kg/cm2、異物を含まない乾燥した空気）で、
1次フィルタの外側とキャニスタとの間に溜
まっている大きなゴミを取り除く。

重重重要要要 高高高圧圧圧のののエエエアアアははは使使使用用用しししななないいいこここととと。。。異異異物物物ががが
フフフィィィルルルタタタををを通通通っっってててエエエンンンジジジンンン部部部へへへ吹吹吹ききき込込込まままれれれ
るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。こここのののエエエアアア洗洗洗浄浄浄ににによよよりりり、、、111次次次
フフフィィィルルルタタタををを外外外しししたたた時時時にににホホホコココリリリががが舞舞舞いいい上上上がががっっっ
てててエエエンンンジジジンンン部部部へへへ入入入りりり込込込むむむのののををを防防防止止止すすするるるこここととと
がががででできききるるる。。。

3. 一次フィルタを取り外して交換する。

注注注 エレメントを洗って再使用しないこと。
洗浄によってフィルタの濾紙を破損させる
恐れがある。

4. 新しいフィルタに傷がついていないかを点
検する。特にフィルタとボディーの密着部
に注意する。

重重重要要要 破破破損損損しししててていいいるるるフフフィィィルルルタタタははは使使使用用用しししななないいい。。。

5. フィルタをボディ内部にしっかり取り付け
る。エレメントの外側のリムをしっかり押さ
えて確実にボディに密着させる。

6. カバーについている異物逃がしポートを清
掃する。カバーについているゴム製のアウト
レット・バルブを外し、内部を清掃して元
通りに取り付ける。

7. アウトレット・バルブが下向き（後ろから
見たとき、時計の5:00と7:00の間になるよ
うに）カバーを取り付ける。

8. カバーのラッチをしっかりと掛ける。イン
ジケータ（装備されている場合）が赤になっ
ている場合はリセットする。

エエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 50 時間

150運転時間ごと

1. 荷台装着車の場合は荷台を上げ、サポート
を取り付けて、荷台を固定する。

2. ドレン・プラグを外してオイルを容器に受
ける（図 47）。オイルが抜けたらドレン・
プラグを取り付ける。

図図図 474747

1. エンジン・オイルのドレン・プラグ

3. オイルフィルタ（図 48）を外す。
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図図図 484848

1. エンジン・オイルのフィルタ

4. 新しいフィルタのシールに薄くエンジン・
オイルを塗って取り付 ける。

5. ガスケットが取り付けプレートに当たるま
で手で回して取り付け、そこから更に1/2～
2/3回転増し締めする。締締締めめめすすすぎぎぎななないいいよよようううににに
注注注意意意すすするるるこここととと。。。

6. エンジン・オイルを入れる。「エンジン･オ
イルを点検する」の章を参照。

燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

燃燃燃料料料ララライイインンンとととそそそののの接接接続続続
整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと/1年ごと （いずれ

か早く到達した方）

1000運転時間ごと/2年ごと （い
ずれか早く到達した方）

燃料ラインの劣化・破損状況やゆるみが出てい
ないか点検を行ってください。

水水水セセセパパパレレレーーータタタ・・・燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの整整整備備備

燃燃燃料料料・・・水水水セセセパパパレレレーーータタタののの水水水抜抜抜ききき

整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日—水セパ
レータの水抜きと異物の除去。

1. 燃料フィルタの下に汚れのない容器をおく
（図 49）。

2. キャニスタ下部のドレンプラグをゆるめて
水や異物を流し出す。

図図図 494949

1. 燃料フィルタ水セパレータのキャニスタ

3. キャニスタ下部のドレン・プラグを締める。

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタのののキキキャャャニニニスススタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと—燃料フィルタの
キャニスタは所定時期に交換し
てください。

1. 水セパレータからの水抜きを行う； 「燃
料・水セパレータからの水抜き」を参照。

2. フィルタ容器(図 49)の周辺をウェスでき
れいにぬぐう。

3. フィルタ容器を外して取り付け部をきれい
に拭く。

4. ガスケットにきれいなオイルを薄く塗る。
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5. ガスケットが取り付け部に当るまで手でねじ
込み、そこからさらに1/2回転締め付ける。

6. キャニスタ下部のドレンプラグを締める。

電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

ヒヒヒュュューーーズズズ
ヒューズはダッシュ･パネル中央の下にありま
す（図 50と図 51）。

図図図 505050

1. ヒューズ

図図図 515151
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救救救援援援バババッッッテテテリリリーーーににによよよるるるエエエンンンジジジンンンののの
始始始動動動

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーー連連連結結結ににによよよるるるエエエンンンジジジンンン始始始動動動ははは危危危険険険ををを伴伴伴
ううう作作作業業業ででであああるるる。。。人人人身身身事事事故故故ややや電電電気気気系系系統統統ののの破破破損損損ををを防防防
止止止すすするるるたたためめめににに、、、以以以下下下ののの注注注意意意ををを守守守っっっててて行行行うううこここととと：：：

••• 救救救援援援用用用のののバババッッッテテテリリリーーーののの電電電圧圧圧がががDCDCDC 151515 VVV ををを超超超えええ
ななないいいここことととををを確確確認認認すすするるる；；； こここれれれ以以以上上上ののの電電電圧圧圧でででははは
ワワワーーークククマママンンン側側側ののの電電電気気気系系系統統統ががが破破破損損損すすするるる。。。

••• 凍凍凍結結結しししたたたバババッッッテテテリリリーーーにににははは絶絶絶対対対ににに接接接続続続しししてててははは
ななならららななないいい。。。作作作業業業中中中ににに破破破裂裂裂ややや爆爆爆発発発ををを起起起こここすすす危危危
険険険がががあああるるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり扱扱扱いいいににに関関関すすするるる通通通常常常ののの注注注意意意
事事事項項項ををを守守守っっっててて作作作業業業ををを行行行うううこここととと。。。

••• 救救救援援援車車車とととワワワーーークククマママンンンををを直直直接接接接接接触触触さささせせせななないいいよよよ
ううう十十十分分分 注注注意意意すすするるるこここととと。。。

••• バババッッッテテテリリリーーー･･･ケケケーーーブブブルルルののの極極極性性性ををを間間間違違違えええててて接接接続続続
すすするるるととと電電電気気気系系系統統統ののの破破破壊壊壊ややや人人人身身身事事事故故故なななどどどををを起起起
こここすすす可可可能能能性性性がががあああるるるのののででで注注注意意意すすするるるこここととと。。。

1. バッテリー・カバーを握り込んで、タブを
バッテリー・ベースから外す。バッテリー・
ベースからバッテリーを取り外す（図 52）。

図図図 525252

1. バッテリー・カバー

2. 2 台のバッテリーのプラス（＋）端子同士を
ブースタ・ケーブルでつなぐ(図 53)。端子
を必ず確認すること； バッテリー・カバー
の「＋」の印で確認できることが多い。

3. もう 1 本のケーブルを救援車のバッテリー
のマイナス（－）端子につなぐ。バッテリー
のマイナス（－）端子の表示を必ず確認す

ること。このケーブルの他端は、ワークマ
ンのバッテリー（あがっている方のバッテ
リー）に直結するのでなく、エンジンまた
はフレームに接続する。但しエンジンの燃
料供給部に接続しないこと。

図図図 535353

1. バッテリー

4. 救援側の車両のエンジンを始動する。エン
ジンを始動してから数分間待ち、それから救
援される側のエンジンを始動する。

5. ケーブルを外す時は、まずマイナスケーブ
ルをエンジンから先に外し、次にバッテリー
のマイナス端子から外す。

6. バッテリー・ベースにバッテリー・カバー
を取り付ける。

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと—バッテリー液の量

を点検する。 （格納中は30日
ごとに）

50運転時間ごと—バッテリー･
ケーブルの接続状態を点検す
る。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは鉛鉛鉛ががが含含含
まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままま
すすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。
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危危危険険険

電電電解解解液液液にににははは触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす劇劇劇薬薬薬ででであああるるる
硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

••• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを皮皮皮
膚膚膚ややや目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるる
こここととと。。。安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを
保保保護護護すすするるるこここととと。。。

••• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるるよよよううう、、、
必必必ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててておおおくくくこここととと。。。

• バッテリーの電解液は常に正しいレベルに
維持してください。

• バッテリー上部はアンモニア水または重曹
水に浸したブラシで定期的に清掃してくださ
い｡ 清掃後は表面を水で流して下さい｡清掃
中はセル・キャップを外さないでください｡

• バッテリーのケーブルは､接触不良にならぬ
よう､端子にしっかりと固定してください｡

• 端子が腐食した場合は､バッテリー・カバー
を外し、ケーブルを外し（マイナス･ケーブ
ルから先に外すこと）、クランプと端子とを
別々に磨いてください｡磨き終わったらケー
ブルをバッテリーに接続し（プラス･ケーブ
ルから先に接続すること）、端子にはワセリ
ンを塗布してください｡

• 各セルへは、蒸留水またはミネラルを含ま
ない水を電解液適正レベルまで補給してく
ださい。水を補給するときは上限（各セル
の内側の線の下端）を超えないように注意
してください。

• 高温環境下で保管すると､涼しい場所で保管
するよりもバッテリーは早く放電します｡

走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

フフフロロロンンントトト・・・デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルのののオオオイイイ
ルルルののの交交交換換換（（（444輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデルルルのののみみみ）））
整整整備備備間間間隔隔隔::: 800運転時間ごと

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止して、
駐車ブレーキを掛け、キーを抜き取る。

2. デファレンシャル側面にあるドレン・プ
ラグの周辺をウェスできれいにぬぐう
（図 54）。ドレン・プラグの下にオイルを
受ける容器をおく。

図図図 545454

1. 補給・点検プラグ 2. ドレン・プラグ

3. ドレン・プラグを外してオイルを容器に受
ける。オイルが完全に抜けたらドレン･プラ
グを取り付け、締めつける。

4. デファレンシャルの下部についている補給・
点検プラグの周囲をきれいに拭く。

5. 補給・点検プラグを外し、プラグの穴の高
さまで Mobil 424 油圧オイルを入れる。

6. 補給・点検プラグを取り付ける。

風風風速速速安安安定定定ボボボッッックククスススののの点点点検検検（（（444輪輪輪駆駆駆
動動動モモモデデデルルルのののみみみ）））
整整整備備備間間間隔隔隔::: 200運転時間ごと

風速安定ボックスに割れや穴、接続部のゆるみ
がないか点検する。損傷が見つかった場合は
必ず Toro 正規代理店まで修理についてご相
談ください。

シシシフフフトトト・・・ケケケーーーブブブルルルののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 10 時間
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200運転時間ごと

1. シフト・レバーをニュートラル位置にする。

2. シフト･ケーブルをトランスアクスルのシフ
ト・アームに固定しているクレビス･ピンを
取る（図 55）。

図図図 555555

1. シフト・アーム（１速・後退） 3. シフト・アーム（ハイ・ロー）

2. シフト・アーム（２速・３速）

3. クレビスのジャムナットをゆるめて、各ク
レビスを調整する； トランスアクスルのシ
フト・アームの穴の前と後ろでケーブルの遊
びが等しくなるようにする（前後それぞれの
方向でトランスアクスル・レバーの遊びを
吸収するように）。

4. 調整が終わったらクレビス・ピンを取り付
けてジャムナットを締め付ける。

ハハハイイイ･･･ロロローーー･･･ケケケーーーブブブルルルののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔::: 200運転時間ごと

1. ハイ・ロー･ケーブルをトランスアクス
ルに固定しているクレビス･ピンを取る
（図 55）。

2. クレビスのジャムナットをゆるめて、クレ
ビスの穴とトランスアクスル･ブラケット
の穴を揃える。

3. 調整が終わったらクレビス・ピンを取り付
けてジャムナットを締め付ける。

デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルル･･･ロロロッッックククケケケーーーブブブルルル
ののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔::: 200運転時間ごと

1. デファレンシャル･ロック･レバーを解除位
置にする。

2. デファレンシャル･ロック･ケーブルをトラ
ンスアクスルのブラケットに固定している
ジャムナットをゆるめる（図 56）。

図図図 565656

1. デファレンシャル･ロック・
ケーブル

3. スプリング

2. トランスアクスル･ブラケット 4. 0.25～1.5 mmの隙間

3. スプリングのフックとトランスアクスルの
レバーの穴の外縁との間が 0.25～1.5 mm に
なるよう、ジャムナットで調整する。

4. 調整が終わったらジャムナットを締めつけ
る。

タタタイイイヤヤヤののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと

運転中に縁石にぶつけるなどした場合、リムが
破損したり、トーインが狂ったりする可能性が
ありますから、このような事故の後では必ず点
検してください。

タイヤ空気圧はひんぱんに点検して適正に保っ
てください。空気圧が適正でないと、タイヤの
摩耗が通常より早くなります。

図 57は空気圧不足で生じる磨耗の例です。
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図図図 575757

1. 空気圧不足のタイヤ

図 58は空気圧過多で生じる磨耗の例です。

図図図 585858

1. 空気圧が高すぎるタイヤ

前前前輪輪輪ののの整整整列列列ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと/1年ごと （いずれ

か早く到達した方）

1. タイヤをまっすぐ前に向ける。

2. 後輪の前と後ろで、左右のタイヤの中央線
間距離を測る（アクスルの高さ位置で計測）
（図 59）。前後での計測値の差が 0±3 mm
の範囲内であれば適切。タイヤを90度回し、
同じように計測して再確認する。

重重重要要要 計計計測測測はははタタタイイイヤヤヤののの同同同じじじ位位位置置置ででで行行行っっってててくくくだだだ
さささいいい。。。車車車両両両ははは平平平らららななな場場場所所所ににに停停停めめめるるるこここととと、、、ままま
たたたタタタイイイヤヤヤはははまままっっっすすすぐぐぐ前前前ににに向向向けけけるるるこここととと。。。

図図図 595959

1. 機体正面 3. 中心線から中心線までの
距離

2. タイヤの前後差が0± 3 mm

3. 中心線から中心線までの距離は以下の手順
で調整します：

A. タイ･ロッドの中心についているジャム
ナットをゆるめる（図 60）。

図図図 606060

1. タイ・ロッド 2. ジャム・ナット

B. タイ･ロッドを回して前タイヤを内向き
方向または外向き方向に動かし、タイヤ
の中央線間距離が所定の値になるように
する。

C. 正しく調整できたら、タイ･ロッドのジャ
ムナットを締める。

D. タイヤが左右に同じだけ切れることを確
認する。タイヤの切れ角度が左右で等し
くない場合には、ワークマン･サービスマ
ニュアルを参照して調整する。
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冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備

冷冷冷却却却部部部ののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日 （ほこり

の多い環境で使用している場合
はより頻繁な清掃が必要。）

1. エンジンを停止させる。エンジンの周囲を
丁寧に清掃する。

2. ラジエター・スクリーンのラッチを外して、
ラジエター前面から外す（図 61）。

図図図 616161

1. ラジエター・スクリーン

2. ラッチ

3. ラッチを外し、オイル・クーラを装備して
いる場合にはそれを倒してラジエターから
遠ざける（図 62）。

図図図 626262

1. ラジエター・ハウジング 3. ラッチ

2. オイル・クーラ

4. ラジエターとオイル・クーラ、スクリーン
を圧縮空気でていねいに洗浄する。

注注注圧縮空気でごみを吹き飛ばしてください。

5. クーラとスクリーンをラジエターに取り付
ける。

エエエンンンジジジンンンののの冷冷冷却却却液液液ののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 1000運転時間ごと/2年ごと （いず

れか早く到達した方）

1. 平らな場所に駐車する。

2. 荷台装着車の場合は荷台を上げ、サポート
を取り付けて、荷台を固定する。

注注注意意意

エエエンンンジジジンンン停停停止止止直直直後後後にににラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププ
ををを開開開けけけるるるととと、、、高高高温温温高高高圧圧圧ののの冷冷冷却却却液液液ががが吹吹吹ききき出出出ししし
てててやややけけけどどどををを負負負ううう恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• エエエンンンジジジンンン回回回転転転中中中はははラララジジジエエエタタターーーのののふふふたたたををを
開開開けけけななないいいこここととと。。。

••• ラララジジジエエエタタターーーががが十十十分分分ににに冷冷冷えええるるるまままででで151515分分分ぐぐぐららら
いいい待待待っっってててかかからららキキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるよよようううににに
すすするるるこここととと。。。

••• キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききはははウウウェェェスススなななどどどををを使使使
いいい、、、高高高温温温ののの水水水蒸蒸蒸気気気ををを逃逃逃がががしししななながががらららゆゆゆっっっくくく
りりりととと開開開けけけるるるこここととと。。。

3. ラジエター･キャップを取る。

図図図 636363

1. ラジエターのキャップ

4. 冷却液タンクのキャップを取る。

図図図 646464

1. 冷却液タンクのキャップ

5. 下側のラジエター・ホースを外して、冷却
液を容器に回収する。冷却液が抜けたら下側
のラジエター・ホースを接続する。
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6. 水ポンプ上部についているエア抜きネジ
（図 65）を開く。

図図図 656565

1. ブリード･ネジ

7. 冷却液ドレン･プラグ（エンジン下）を開
き、冷却液を容器に受ける。冷却液が抜けた
らドレン・プラグを取り付ける。

8. 水とエチレン･グリコール不凍液の50/50 混
合液をゆっくりと注入する。

9. エア抜きネジを開けたまま、エンジンを掛
ける。液がきれいに流れるのがエア抜きネジ
のところから見えるまでエンジンをアイド
リングさせる。

10.エンジンを回転させたまま、エア抜きネジ
を閉める。

11.ラジエターを一杯にして、キャップを閉め
る。

12.補助タンクにも COLD マークまでゆっくり補
給する。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。補助タンクの
キャップを取り付けて終了。

13.エンジンを始動しウォームアップする。

14.エンジンを止める。冷却液の量を点検し、
必要に応じて補給する。

ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 10 時間

200運転時間ごと

1. 駐車ブレーキ･レバーのゴム製グリップをは
ずす（図 66）。

図図図 666666

1. 駐車ブレーキ･レバー 2. グリップ

2. ブレーキ・レバーに調整ノブを固定してい
る固定ネジをゆるめる(図 67)。

3. ノブを回し、20～22 kg程度の力でブレーキ
を作動させられるように調整する。

図図図 676767

1. 駐車ブレーキ･レバー 3. 固定ネジ

2. ノブ

4. 調整が終わったら固定ネジを締める。

注注注 レバーの調整しろが足りない場合は、レ
バーを調整の中央までゆるめてから後ろの
ケーブルを調整し、手順3をもう一度行う。

5. 駐車ブレーキ･レバーにゴム製グリップを
取り付ける。
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ブブブレレレーーーキキキ･･･ペペペダダダルルルののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔::: 200運転時間ごと

注注注 前のフードを外すと調整作業がやりやすく
なります。

1. マスター・シリンダ・ヨークをブレーキ･ペ
ダルのピボットに固定しているコッター･ピ
ンとクレビス・ピンを取る（図 68）。

図図図 686868

1. マスター・シリンダのヨーク 2. ブレーキ・ペダルのピボット

2. ブレーキペダル（図 69）を持ち上げてフ
レームに接触させる。

3. ヨークをマスター・シリンダ・シャフト
に固定しているジャムナットをゆるめる
（図 68）。

4. ヨークを調節してヨークの穴とブレーキ・
ペダルのピボットの穴を揃える。ヨークをペ
ダルのピボットに固定する； クレビス・ピ
ンとコッター・ピンを使用。

5. ヨークをマスター・シリンダ・シャフトに
固定しているジャムナットを締める。

注注注 正しく調整できると、ブレーキのマス
ター・シリンダに力が掛かっていない状態
になります。

図図図 696969

1. ブレーキ・ペダル 2. クラッチ・ペダル
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ベベベルルルトトトののの整整整備備備

ベベベルルルトトトののの調調調整整整

オオオルルルタタタネネネーーータタタ・・・ベベベルルルトトトののの調調調整整整

整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 8 時間—オルタ
ネータ・ベルトの状態と張りを
点検する。

200運転時間ごと—オルタネー
タ・ベルトの状態と張りを点検
する。

1. 荷台装着車の場合は荷台を上げ、伸ばした
昇降シリンダにサポートを取り付けて、荷
台を固定する。

2. クランクシャフトとオルタネータのプーリ
間の中央でベルトを指で押して点検する；
押す力は10 kg程度。新しいベルトの場合
は 8～12 mm 程度のたわみが出るのが適正
です。古いベルトの場合は 10～14 mm 程度
のたわみが出るのが適正です。たわみの量
が適正でない場合は以下の手順へ進む。適
正であれば調整は不要です。

3. ベルトの張りの調整は以下のように行いま
す：

• オルタネータの取り付けボルト（2 本）
をゆるめる。

図図図 707070

1. オルタネータ･ベルト 2. オルタネータのブレース

• エンジンとオルタネータの間にバールを
入れて適当な張りに調整し、取り付けボ
ルトを締め付ける。

制制制御御御系系系統統統ののの整整整備備備

アアアクククセセセルルル･･･ペペペダダダルルルののの調調調整整整
1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止して、

駐車ブレーキを掛ける。

2. ペダル中央部を 11.3 kg の力で踏んだとき
に、ペダルと床のすきまが 2.54～6.35 mm と
なるようにアクセル・ケーブル（図 71）の
ボール・ジョイントを調整する（図 72）。
ロックナットを締めつける。

注注注 作業はエンジンを停止し、リターン・ス
プリングを取り付けた状態で行います。

図図図 717171

1. アクセル･ケーブル 2. ボール･ジョイント

図図図 727272

1. 2.54～6.35 mm のすき間

重重重要要要 ハハハイイイアアアイイイドドドルルル速速速度度度ははは最最最大大大ででで365036503650 rpmrpmrpmででで
すすす。。。ハハハイイイアアアイイイドドドルルル・・・ススストトトッッップププははは調調調整整整しししななないいいででで
くくくだだださささいいい。。。

クククラララッッッチチチ・・・ペペペダダダルルルののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔::: 200運転時間ごと
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注注注 クラッチ・ペダル・ケーブルはベル・ハウ
ジングでもクラッチ・ペダル・ピボットでも調
整することができます。フロント・フードを外
すとペダル・ピボットに手が届きやすくなりま
す。

1. クラッチ･ケーブルをベル・ハウジング上の
ブラケットに固定しているジャムナットを
ゆるめる（図 73）。

図図図 737373

1. クラッチ・ケーブル 3. リターン・スプリング

2. ジャム・ナット 4. ボール･ジョイント

注注注 さらに調整が必要な場合は、ボール・
ジョイントを外して回しても構いません。

2. クラッチ・レバーからリターン・スプリン
グを外す。

3. ジャムナットまたはボール・ジョイントを
調整する； 1.8 kgの力でクラッチ・ペダル
を踏んだ時にペダルの裏面の下端が床のダイ
ヤモンド柄の頂部から9.5 ± 0.3 cmになる
ようにする（図 74）。

図図図 747474

1. クラッチ・ペダル 2. 95 ± 0.3 mm

注注注 クラッチ・リリース・ベアリングがプ
レッシャ・プレートのフィンガーに軽く触れ
るように力を掛けます。

4. 調整ができたらジャムナットを締めて調整
を固定する。

5. ジャムナットを締めた後で再度測定して正
しく9.5 ± 0.3 cmに調整できていることを
確認する。必要に応じて再調整する。

6. リターン・スプリングをクラッチ・レバー
に取り付ける。

重重重要要要 ジジジャャャムムムナナナッッットトトををを締締締めめめたたた後後後、、、ロロロッッッドドドののの端端端
部部部がががねねねじじじれれれずずずにににぴぴぴっっったたたりりりボボボーーールルルににに当当当たたたりりり、、、
クククラララッッッチチチ・・・ペペペダダダルルルととと平平平行行行ににになななっっっててていいいるるるこここととと
ををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい（（（図図図 757575）））。。。

図図図 757575

1. クラッチ・ケーブルのロッド
の端部

3. ロッド端部のジャムナット

2. クラッチ・ペダル 4. 平行

注注注 クラッチの遊びは絶対に 19 mmよりも小
さくしないでください。

速速速度度度表表表示示示単単単位位位ののの切切切替替替えええ
スピードメータの表示単位をMPH（マイル毎時）
からKPH（km毎時）に、またKPHからMPHに、切
り替えることができます。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止して、
駐車ブレーキを掛け、キーを抜き取る。

2. フードを外す。「整備作業を始める前に」
の「フードの外しかた」を参照。

3. 速度計のそばに接続されていないワイヤ2
本があるので探す。

4. コネクタ・プラグをハーネス・ワイヤから外
して、2本のワイヤをいっしょに接続する。

速度計の表示単位がKPMに、またはMPHに切り
替わる。

5. フードを取り付ける。
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油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの交交交換換換とととススストトトレレレーーーナナナ
ののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔::: 800運転時間ごと

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止して、
駐車ブレーキを掛け、キーを抜き取る。

2. 油圧オイル･タンクの側面にあるドレン･バ
ルブをゆるめ、流れ出すオイルを容器に受け
る(図 76)。

注注注 油圧オイル･ストレーナを清掃する。「油
圧オイル･ストレーナの清掃」を参照。

図図図 767676

1. 油圧オイルタンク 2. ドレン・プラグ

3. タンク側面のストレーナについている油圧
ホースと90度フィッティングの向きを確認記
憶する（図 77）。油圧ホースと90 度フィッ
ティングを外す。

4. ストレーナを外し、裏側から溶剤で洗浄す
る。取り付ける前に自然乾燥させる。

図図図 777777

1. 油圧オイル･ストレーナ

5. ストレーナを取り付ける。

6. ストレーナに接続する油圧ホースと 90 度
フィッティングも元通りの向きに取り付け
る。

7. ドレン･プラグを取り付け、締め付ける。

8. 給油口から、約 7.1 リットルのオイル
（Dexron III ATF）を入れる。「油圧オイ
ルの量を点検する」を参照。

9. エンジンを始動させて運転を行い、オイル
をシステム全体に行き渡らせる。オイルの量
を点検し、必要に応じて補給する。

重重重要要要 指指指定定定ささされれれたたた銘銘銘柄柄柄のののオオオイイイルルル以以以外外外ははは使使使用用用しししななないいい
でででくくくだだださささいいい。。。他他他のののオオオイイイルルルををを使使使用用用すすするるるとととシシシススステテテムムム
ををを損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

油油油圧圧圧フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 10 時間

800運転時間ごと

重重重要要要 純純純正正正品品品以以以外外外のののフフフィィィルルルタタタををを使使使用用用すすするるるととと関関関連連連機機機
器器器ののの保保保証証証ががが適適適用用用ささされれれなななくくくなななるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止して、
駐車ブレーキを掛け、キーを抜き取る。

2. フィルタ取り付け部の周辺をウェスできれ
いにぬぐう。フィルタの下に廃油受けを置い
てフィルタを外す（図 78）。
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図図図 787878

1. 油圧フィルタ 2. ハイ・フロー油圧フィルタ

3. 新しいフィルタのガスケットにオイルを塗
る。

4. 取り付け部が汚れていないのを確認する。
ガスケットが取り付けプレートに当たるま
で手で回して取り付け、そこから更に1/2
回転増し締めする。

5. エンジンを始動して２分間運転し、システ
ム内のエアをパージする。エンジンを停止
し、タンクの油量を点検し、オイル漏れが
ないか調べる。

ハハハイイイ・・・フフフロロローーー油油油圧圧圧オオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタ
ののの交交交換換換（（（TCTCTC モモモデデデルルルのののみみみ）））
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 10 時間—ハイ・

フロー油圧オイルのフィルタを
交換する（TC モデルのみ）。

800運転時間ごと—ハイ・フロー
油圧オイルとフィルタを交換す
る（TC モデルのみ）。

ハイ・フロー油圧オイル･タンクには約 15 リッ
トルの高品質油圧オイルを満たして出荷してい
ます。使用可能な油圧オイルは以下の通りで
す。

オオオーーールルルシシシーーーズズズンンン用用用 ToroToroToro プププレレレミミミアアアムムム油油油圧圧圧オオオイイイルルル
を販売しています（19 リットル缶または 208
リットル缶）。パーツカタログまたは代理店で
パーツ番号をご確認ください。

他に使用可能なオイル：Toro のオイルが入手で
きない場合は、以下に挙げる特性条件および産
業規格を満たす石油系のオイルを使用すること
ができます。オイルの専門業者と相談の上、適
切なオイルを選択してください：注： 不適切
なオイルの使用による損害についてはToro 社
は責任を持ちかねますので、品質の確かな製品
をお使い下さる様お願いいたします。

高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス／／／低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油
圧圧圧作作作動動動液液液,,, ISOISOISO VGVGVG 464646

物性：

• 粘性, ASTM D445 cSt @ 40°C 44～48 cSt @
100ºC 7.9～8.5

• 粘性インデックス ASTM D2270 140～152

• 流動点, ASTM D97 –35ºF～–46ºF

• FZG, フェール・ステージ—11 またはそれ以上

• 水分含有量（新しいオイルで）：500 ppm
（最大）

産業規格：

Vickers I-286-S, Vickers M-2950-S, Denison
HF-0, Vickers 35 VQ 25 (Eaton ATS373-C)

注注注 多くの油圧オイルはほとんど無色透明であ
り、そのためオイル洩れの発見が遅れがちで
す。油圧オイル用の着色剤（20cc 瓶）をお使
いいただくと便利です。1瓶で15～22 リットル
のオイルに使用できます。パーツ番号は P/N
44-2500。ご注文は Toro 代理店へ。

注注注 オイルが汚染されてしまった場合は油圧系統
全体を洗浄する必要がありますので Toro 代理
店にご連絡ください。汚染されたオイルは乳液
状になったり黒ずんだ色になったりします。複
数のアタッチメントを使用している場合は、異
なる油圧オイルが混ざることでオイルの汚染が
通常より早くなることがあるため、整備間隔を
短くしなければならないことがあります。

1. ハイ・フロー・フィルタを取り付けている
周辺をウェスできれいにぬぐう（図 78）。
フィルタの下に廃油受けを置いてフィルタ
を外す。

注注注 オイルを抜かずにフィルタのみを交換す
る場合には、フィルタに入るラインに栓を
してください。

2. 新しいフィルタのガスケットをオイルで湿
し、ガスケットがフィルタ・ヘッドに当た
るまで手で回し入れる。その状態からさら
に 3/4 回転締め付ける。これでフィルタ
は十分に密着する。

3. 油圧オイル･タンクに約 15 リットルの油
圧オイルを入れる。

4. エンジンを始動させ、約 2 分間のアイドリ
ングを行ってオイルを全体に行き渡らせ、内
部にたまっているエアを逃がす。エンジン
を止め、油量を再点検する。

5. オイルの量が適正であることを確認する。

6. 抜き取ったオイルは適切に処分する。
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緊緊緊急急急時時時ののの荷荷荷台台台ののの上上上げげげ方方方
荷台が上がらなくなった時にはスタータを使う
か、もう一台のワークマンの油圧装置を使うか
して上げることができます。

スススタタターーータタタををを使使使っっったたた荷荷荷台台台ののの上上上げげげ方方方

昇降レバーを上昇位置にした状態でスタータ・
モータを回せば荷台を上げることができます。
但し、スタータは15 秒間以上連続で回さない
でください； 15 秒使用したら 60 秒休んでく
ださい。クランキングできない時は、積み荷を
降ろして荷台（アタッチメント）を外し、エン
ジンまたはトランスアクスルの整備を行う必要
があります。

別別別のののワワワーーークククマママンンンののの油油油圧圧圧装装装置置置ををを使使使っっったたた荷荷荷台台台
ののの上上上げげげ方方方

注注注意意意

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止
ししし、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここ
ととと。。。荷荷荷台台台（（（ややや荷荷荷台台台ののの位位位置置置ににに取取取りりり付付付けけけたたたアアアタタタッッッチチチ
メメメンンントトト）））ののの下下下ででで作作作業業業すすするるるととときききははは荷荷荷台台台やややアアアタタタッッッ
チチチメメメンンントトトををを空空空にににすすするるる。。。まままたたた、、、必必必ずずず油油油圧圧圧シシシリリリンンン
ダダダををを一一一杯杯杯ににに伸伸伸ばばばししし、、、安安安全全全サササポポポーーートトトででで固固固定定定しししててて
おおおくくくこここととと。。。

注注注 この方法には本体側のカップラに合うクイッ
ク・カップラの付いた油圧ホース（片側にオス
のカップラ、もう一方にメスのカップラ）が 2
本必要です。

1. もう一台のワークマンを、故障しているワー
クマンに背中合わせに寄せる。

重重重要要要 ワワワーーークククマママンンンののの油油油圧圧圧シシシススステテテムムムにににはははDexronDexronDexron
IIIIIIIII ATFATFATF オオオイイイルルルををを使使使用用用しししててていいいままますすす。。。油油油圧圧圧装装装置置置
ののの汚汚汚染染染ををを防防防ぐぐぐたたためめめ、、、222 台台台のののワワワーーークククマママンンン（（（救救救
援援援車車車ととと故故故障障障車車車）））ががが共共共ににに同同同じじじオオオイイイルルルををを使使使用用用ししし
ててていいいるるるここことととををを必必必ずずず確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

2. それぞれの車両で、クイック･カップラ･ホー
ス（2本）を、カップラ･ブラケットのホー
スから外す（図 79）。

図図図 797979

1. クイック･カップラ・ホース A

2. クイック･カップラ・ホース B

3. 故障しているワークマンのカップラ･ホー
スに、救援用ホースをつなぐ（図 80）。
使用しないフィッティングにはキャップを
かぶせておく。

図図図 808080

1. 外したホース 2. 救援用ホース

4. 救援側のワークマンのカップラ･ブラケット
のにまだついているカップラに、救援用ホー
スを接続する（上のホースは上のカップラ
に、下のホースは下のカップラに接続する
（図 81）。使用しないフィッティングには
キャップをかぶせておく。
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図図図 818181

1. 救援用ホース

5. 周囲から人を遠ざける。

6. 救援車のエンジンを始動し、油圧昇降レ
バーを「上昇」位置にすると、故障側の荷台
が持ち上がる。

7. 油圧レバーをニュートラル位置にしてレバー
をロックする。

8. 伸ばした昇降シリンダに、荷台の安全サ
ポートを取り付ける。「安全サポートの使
い方」を参照。

注注注 両方の車両のアタッチメントとエンジン
を停止させた状態で、油圧昇降レバーを数回
前後に動かし、内部の圧力を解放するとク
イック･カップラが外しやすくなります。

9. 作業が終わったら救援ホースを外し、各ワー
クマンの油圧ホースを元通りに接続する。

重重重要要要 両両両方方方ののの車車車両両両とととももも、、、運運運転転転ををを再再再開開開すすするるる前前前ににに
必必必ずずず油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量ををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。
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保保保管管管
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、

エンジンを停止し、キーを抜き取る。

2. エンジンのシリンダ･ヘッドや冷却フィン、
ブロア･ハウジングをふくめた車両全体を洗
浄する。

重重重要要要 機機機体体体ははは中中中性性性洗洗洗剤剤剤ととと水水水ででで洗洗洗うううここことととがががでででききき
ままますすす。。。たたただだだししし高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄器器器ははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだだ
さささいいい。。。高高高圧圧圧ののの水水水ででで洗洗洗浄浄浄すすするるるととと電電電気気気系系系統統統やややグググ
リリリススス部部部へへへ水水水ががが浸浸浸入入入すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。ままま
たたた、、、コココンンントトトロロローーールルルパパパネネネルルルやややヘヘヘッッッドドドララライイイドドド、、、
エエエンンンジジジンンン、、、バババッッッテテテリリリーーー部部部ににに大大大量量量ののの水水水をををかかかけけけ
ななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

3. ブレーキの点検を行う； 「ブレーキの点
検」を参照。

4. エア･クリーナの整備をする； 「エア・ク
リーナの整備」を参照。

5. エア・クリーナの吸気口とエンジンの排気
口を防水テープでふさぐ。

6. マシンのグリスアップを行ってください。

7. エンジン・オイルを交換する； 「エンジ
ン・オイルとフィルタの交換」を参照。

8. 燃料タンクから燃料を抜き取り、きれいな
燃料で内部を洗浄する。

9. 燃料系統の接続状態を点検し必要な締め付
けを行う。

10.タイヤ空気圧を点検する；「タイヤ空気圧
を点検する」を参照。

11.冷却水（エチレングリコール不凍液と水と
の 50/50 混合液）の量を点検し、凍結を考
慮して必要に応じて補給する。

12.車体からバッテリーを外して電解液の量を
点検しフル充電する； 「バッテリーの手
入れ」を参照。

注注注 保管期間中は、バッテリー・ケーブルを
外しておいてください。

重重重要要要 氷氷氷点点点下下下でででののの凍凍凍結結結破破破損損損ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、
バババッッッテテテリリリーーーははは必必必ずずずフフフルルル充充充電電電しししてててくくくだだださささいいい。。。
フフフルルル充充充電電電しししたたたバババッッッテテテリリリーーーははは周周周囲囲囲温温温度度度約約約 4°C4°C4°C
でででほほほぼぼぼ 505050 日日日間間間電電電圧圧圧ををを保保保持持持しししままますすす。。。保保保管管管場場場
所所所ののの気気気温温温がががそそそれれれよよよりりりももも高高高いいい場場場合合合にににははは 303030 日日日
ごごごとととににに再再再充充充電電電しししてててくくくだだださささいいい。。。

13.機体各部のゆるみを点検し、必要な締め付
けや交換、修理を行う。破損個所はすべて修
理する。

14.機体の塗装がはげていればタッチアップ修
理をする。

ペイントは代理店で入手することができる。

15.汚れていない乾燥した場所で保管する。

16.保管中はキーを抜き取り、子どもなどの手
の届かない場所で保管する。

17.機体にはカバーを掛けておく。
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図図図面面面

油油油圧圧圧回回回路路路図図図 (Rev.(Rev.(Rev. B)B)B)

ハハハイイイ・・・フフフロロローーー油油油圧圧圧回回回路路路図図図（（（TCTCTC モモモデデデルルル））） (Rev.(Rev.(Rev. A)A)A)
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電電電気気気回回回路路路図図図 (Rev.(Rev.(Rev. D)D)D)
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メメメモモモ：：：
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ToroToroToro 製製製品品品ののの総総総合合合品品品質質質保保保証証証

限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro® 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に
基づき、Toro 社の製品（「製品」と呼びます）の材質上または製造上の欠
陥に対して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時
点までの品質保証を共同で実施いたします。この保証は、エアレータ以
外のすべての機器に適用されます（エアレータ製品については別途保証
があります）。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製
品」の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運
賃が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店（ディ
ストリビュータ又はディーラー） に対して、お客様から連絡をして頂くことが必
要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問がある
場合には、本社に直接お問い合わせください。

Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company

8111 Lyndale Avenue South

Bloomington, MN 55420-1196

E-mail: commercial.warrnty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調
整を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません：

• Toroの純正交換部品以外の部品を使用したことまたはToroの純正部
品以外のアクサセリや製品を搭載して使用したことが原因で発生した
故障や不具合。これらの製品については、別途製品保証が適用され
る場合があります。

• 推奨された整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこと
が原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキ･バッドおよびライニング、クラッチ･ライニング、ブ
レード、リール、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、タ
イヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品としてダイ
ヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、汚
染、弊社が認めていない冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、水、薬剤の
使用などが含まれます。

• 通常の使用に伴う運転音や振動、汚れや傷、劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ス
テッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類（「部品」）は、その部品の交換時期が到来するま
で保証されます。この保証によって取り付けられた部品は、この製品保証に
より保証期間終了まで保証され、取り外された部品は弊社の所有となりま
す。部品やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。弊
社が保証修理のために再製造した部品を使用する場合があります。

注注注記記記：：： デデディィィーーープププ･･･サササイイイクククルルル･･･バババッッッテテテリリリーーーののの保保保証証証にににつつついいいててて：：：

ディープ･サイクル･バッテリーは、その寿命中に放出することのできるエネル
ギーの総量（kWh）が決まっています。一方、バッテリーそのものの寿命は、
使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わります。バッテリーを使用
するにつれて、完全充電してから次に完全充電が必要になるまでの使用
可能時間は徐々に短くなってゆきます。このような通常の損耗を原因とす
るバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲です。本製品の保証期間中
に、上記のような通常損耗によってオーナーの負担によるバッテリー交換
の必要性がでてくることは十分に考えられます。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

保証の対象とならない部品や作業など： エンジンのチューンナップ、潤滑、洗
浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の交換、推奨定期整備の実施などは「製品」
の維持に必要な作業であり、これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例えええ
ばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう損損損
失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは上上上記記記
ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排気気気ガガガススス関関関
係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。

商品性や用途適性についての黙示的内容についての保証も、本保証の有
効期間中のみに限って適用されます。米国内では、間接的偶発的損害に
たいする免責を認めていない州があります。また黙示的な保証内容に対
する有効期限の設定を認めていない州があります。従って、上記の内容
が当てはまらない場合があります。

この保証により、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域
によっては、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて：：：

米国においては環境保護局（EPA）やカリフォルニア州法（CARB）で定めら
れたエンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証
とは別個に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参
照ください。上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用さ
れません。くわしくは、オペレーターズマニュアル またはエンジンメーカー
からの書類に記載されている、エンジンの排ガス浄化システムの保証につ
いての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro 販売代理店（ディストリビュータまたはディーラ）へおたず
ねください。代理店の保証内容にご満足いただけない場合はToro輸入元にご相談ください。輸入元の対応にご満足頂けない場合はToro ワランティー社
へ直接お問い合わせください。

374-0253 Rev A


